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幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察

本
稿
は
、
筆
者
の
意
図
す
る
「
幕
藩
体
制
史
の
研
究
」
の
一
環
と
し
て
の
豊
臣
政
権
以
来
幕
末
に
至
る

II
九
州
天
領
の
研
究
II

に
関
す

(
1
)
 

る
四
部
作
の
う
ち
、
そ
の
最
終
稿
に
属
す
る
も
の
で
、
本
稿
を
も
っ
て
ひ
と
ま
ず
完
結
す
る
。
対
象
と
す
る
時
代
は
、
第
三
稲
の
あ
と
を

ま

じ

め

四

結 は

に

問

題

の

前

提

ー
前
段
階
に
お
け
る
九
州
天
領
の
特
質
ー

近
世
後
期
に
お
け
る
九
州
天
領
の
支
配
形
態

日
田
面
人
の
経
営
方
式
と
郡
代
権
力
と
の
結
合

日
田
商
人
と
九
州
諸
藩

じ 目

め
1
 
J
 び

次

藤

ー
天
領
日
田
の
商
業
資
本
と
九
州
諸
藩
ー

幕
藩
制
下
に
お
け
る

天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察

野

保
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(
1
)
籐
野
保
「
近
世
前
期
に
お
け
る
九
州
天
領
の
支
配
形
態
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
婆
』
一
七
号
）
・
「
幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天
領
ー

田
沼
期
幕
政
と
の
関
連
を
通
じ
て
ー
」
（
『
同
一
八
号
）
・
「
近
世
後
期
に
お
け
る
九
州
天
領
農
村
の
構
造
」
（
『
蒜
克
己
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』

所
収
）
・
「
本
稿
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
九
号
）
。

(
2
)
藤
野
保
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
参
照
。

享
保
改
革
の
後
半
、
日
田
代
官
に
就
任
し
た
岡
山
代
官
（
庄
太
夫
俊
惟
）
の
基
本
農
政
は
、
定
免
制
と
有
毛
検
見
法
の
採
用
、
引
高
の
軽

【
註
】

ー
前
段
階
に
お
け
る
九
州
天
領
の
特
質
ー

う
け
て
、
主
と
し
て
化
政
朋
以
降
幕
末
に
至
る
期
間
で
あ
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
、
そ
れ
以
前
に
ま
で
遡
る
こ
と
と
す
る
。

考
察
は
前
三
稿
と
同
じ
く
九
州
天
領
に
お
い
て
中
核
的
位
置
を
占
め
る
豊
後
日
田
を
中
心
と
す
る
が
、

i

般
に
後
期
天
頷
は
、
大
名
領

(
2
)
 

国
の
定
着
・
固
定
化
の
領
向
と
は
う
ら
は
ら
に
、
そ
の
所
属
を
め
ぐ
っ
て
、
各
代
官
所
間
に
お
い
て
激
し
く
流
動
す
る
た
め
、
九
州
天
領

に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
を
通
じ
て
流
動
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
天
領
日
田
に
お
け
る
歴
代
の
郡
代
支
配
の
在
り

方
を
検
討
し
な
が
ら
、
九
州
天
領
全
般
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

と
同
時
に
、
本
稿
は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
幕
藩
制
吉
場
構
造
の
変
化
と
九
州
語
藩
の
財
政
窮
乏
の
深
化
の
な
か
て
、
天
領
日
田
が
幕

府
の
年
貢
収
取
地
と
し
て
の
天
領
一
般
の
性
格
に
加
え
て
、
九
州
に
お
け
る
地
方
金
融
旧
場
へ
と
発
展
し
て
い
く
な
か
で
、
日
田
掛
屋
商

人
が
郡
代
権
力
と
ど
の
よ
う
に
結
合
し
、
ど
の
よ
う
な
形
を
通
じ
て
利
潤
を
抽
出
し
資
木
を
蓄
積
し
て
い
っ
た
か
、
ま
た
、
財
政
窮
乏
し

か
つ
中
央
市
場
の
掛
累
蒻
人
か
ら
貸
付
金
の
不
良
資
産
化
整
狸
の
過
程
で
排
除
さ
れ
た
九
州
の
諸
藩
が
、
こ
の
最
寄
の
金
融
盲
楊
を
ど
の

よ
う
に
利
用
・
依
存
し
、
ど
の
よ
う
な
形
を
通
じ
て
掛
屋
商
人
と
結
合
し
藩
経
済
政
策
を
展
開
し
て
い
っ
た
か
、
と
い
う
よ
う
な
両
者
の

関
係
史
的
考
察
が
分
析
の
対
象
を
な
す
た
め
、
九
州
天
領
一
般
と
と
も
に
関
係
諸
藩
も
考
察
の
対
象
と
な
る
。

問

題

の

前

提

幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察
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幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察

減
、
新
規
運
上
銀
の
賦
課
、
百
姓
助
合
石
代
銀
の
新
設
の
四
つ
の
政
策
を
柱
と
す
る
弥
度
の
年
貞
堺
徴
政
策
（
延
享
二
年
の
新
法
）
に
あ
っ

(
1
)
 

た
が
、
い
ま
―
つ
の
重
要
な
政
策
は
、
元
禄
中
期
以
降
活
発
と
な
っ
た
町
方
に
お
け
る
日
田
商
人
の
商
業
活
動
に
若
目
し
、
か
れ
ら
の
う

ち
大
尚
人
を
掛
屋
に
任
命
し
て
、
年
貢
米
銀
の
収
納
・
掛
改
お
よ
び
廻
送
・
販
売
を
命
じ
、
商
業
資
本
と
の
結
合
を
密
接
に
し
た
と
こ
ろ

(
2
)
 

に
あ
る
。
前
述
し
た
百
姓
助
合
石
代
銀
は
、
こ
れ
ら
の
掛
屋
商
人
に
預
け
ら
れ
（
公
議
預
り
銀

11公
金
11
い
わ
ゆ
る
日
田
金
）
、
年
貢
未
進
に

悩
む
小
百
姓
に
貸
付
ら
れ
た
が

(11公
金
貸
付
政
策
）
、
岡
田
代
官
の
年
貢
増
徴
政
策
は
、

合
い
を
通
じ
て
、
歴
代
日
田
代
官
の
な
か
で
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

宝
暦
八
年
、
岡
田
代
官
に
代
わ
っ
て
日
田
に
入
部
し
た
揖
斐
代
官
(
+
太
夫
政
俊
）
の
甚
本
股
政
も
、
岡
田
代
官
の
基
本
政
策
の
継
承
・

(
3
)
 

発
展
に
あ
り
、
こ
う
し
て
、
俊
惟
と
そ
の
嫡
子
俊
博
お
よ
ひ
政
俊
の
父
子
三
代
に
わ
た
る
年
貢
増
徴
政
策
の
実
績
が
幕
府
に
認
め
ら
れ

(

4

)

(

5

)

 

て
、
明
和
四
年
、
揖
斐
氏
は
西
国
筋
郡
代
に
昇
進
し
、
こ
こ
で
岡
田
氏
と
の
間
に
、
一
時
西
国
筋
郡
代
交
代
袖
任
制
が
確
立
し
、
当
面
揖

斐
氏
に
よ
っ
て
世
襲
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
四
代
）
。

襦
斐
氏
歴
代
の
郡
代
は
、
初
代
十
太
夫
政
俊
の
基
本
農
政
を
維
持
・
継
承
し
な
が
ら
、
岡
田
代
官
以
来
の
庇
業
・
金
融
政
策
を
い
っ
そ

う
強
化
す
る
。
こ
の
過
程
で
、
郡
代
権
力
と
商
業
資
本
（
掛
歴
商
人
）
と
の
結
合
は
い
っ
そ
う
密
接
と
な
り
、
か
れ
ら
は
年
貢
米
銀
の
ほ
か
、

領
内
諸
商
品
の
集
甜
・
阪
克
お
よ
び
各
売
上
代
銀
の
保
管
、
さ
ら
に
は
年
貢
米
の
近
国
か
ら
の
買
替
納
、
大
名
貸
を
は
じ
め
と
す
る
諸
貸

(
6
)
 

付
を
お
こ
な
っ
て
大
商
人
に
発
展
す
る
。
こ
う
し
て
、
近
世
後
期
に
お
け
る
日
田
は
、
幕
藩
制
市
場
構
進
の
変
化
と
九
州
諸
藩
の
財
政
窮

乏
の
深
化
の
な
か
で
、
幕
府
の
年
貢
収
取
地
と
し
て
の
天
領
一
般
の
性
格
に
加
え
て
、
九
州
に
お
け
る
地
方
金
融
市
場
へ
と
発
展
し
て
ゆ

く
の
で
あ
る
。

一
方
、
岡
田
・
揖
斐
氏
に
よ
る
年
貞
増
徴
政
策
に
よ
っ
て
、

日
田
天
鎖
股
村
に
お
い
て
は
、
小
百
姓
の
土
地
喪
失
が
進
行
し
、
土
地
集

積
を
め
ぐ
る
村
方
地
主
（
庄
屋
開
）
と
商
業
資
本
（
日
日
商
人
、
と
く
に
掛
屋
商
人
）
と
の
対
抗
関
係
が
、
こ
の
期
に
い
っ
そ
う
激
化
す
る
。
し

か
も
、
土
地
集
桔
の
在
り
方
が
町
方
周
辺
村
・
中
間
村
・
山
同
村
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
力
向
を
示
し
は
じ
め
る
が
、
村
方
地
主
の
土
地
集

こ
う
し
た
形
で
商
業
・
金
融
政
策
と
の
か
ら
み
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積
は
、
郡
代
権
力
を
バ
ッ
ク
と
し
、
日
田
金

(11公
金
貸
付
）
を
槙
杵
と
す
る
掛
屋
商
人
（
そ
の
代
表
は
掛
屋
仲
間
衆
）

(
7
)
 

集
積
の
ま
え
に
停
滞
・
後
退
し
、
地
主
経
営
は
重
大
な
危
機
に
直
面
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
村
方
地
主
は
小
作
地
か
ら
の
収
奪
を

強
化
す
る
一
方
、
小
作
未
進
百
姓
に
対
し
て
長
年
季
奉
公
人
の
提
出
を
要
求
し
て
、
手
作
地
の
維
持
に
つ
と
め
、
あ
る
い
は
質
地
小
作
人

(
8
)
 

に
対
し
て
質
入
金
に
利
足
を
加
え
て
返
済
不
可
能
↓
質
流
れ
と
し
、
耕
地
の
拡
大
を
意
図
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
と
は
う
ら
は
ら
に
、
町
方
商
業
資
本
と
村
方
地
主
の
土
地
集
積
を
め
ぐ
る
二
重
の
進
行
・
対
立
激
化
の
な
か
で
、
小
作

(
9
)
 

未
進
・
年
貢
未
進
は
拡
大
す
る
一
方
、
零
細
高
持
面
姓
の
没
落
（
↓
水
呑
化
）
、
水
呑
百
姓
の
町
方
へ
の
流
出
（
↓
店
借
化
）
が
迎
行
し
、
農

村
分
解
に
い
っ
そ
う
の
拍
車
を
か
け
た
。

こ
う
し
て
、
岡
田
・
揖
斐
氏
の
農
政
お
よ
び
商
業
・
金
融
政
策
の
な
か
で
重
大
な
危
機
に
直
面
し
た
村
方
地
主
は
、
そ
の
末
期
か
ら
化

(10) 

政
期
に
至
っ
て
大
恙
く
動
揺
・
変
化
し
、
こ
の
期
に
多
く
の
所
持
地
（
小
作
地
）
・
持
山
お
よ
び
家
屋
敷
等
を
喪
失
し
た
。
こ
れ
と
は
逆

に
、
町
方
商
業
資
本
の
土
地
集
積
は
、
こ
の
期
よ
り
天
保
・
嘉
永
期
に
至
っ
て
異
常
な
発
展
を
示
し
、
日
田
金
の
貸
付
範
囲
は
他
郡
•
他

(11) 

領
に
ま
で
拡
大
す
る
の
で
あ
る
。

(12) 

そ
れ
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
掛
屋
仲
間
衆
に
代
表
さ
れ
る
日
田
大
商
人
は
、
庄
屋
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
内
に
お
け
る

政
治
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
確
立
し
て
ゆ
く
。
日
田
天
領
農
村
に
お
い
て
は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
農
村
構
遺
の
変
化
に
と
も
な
う
庄
屋
村
方

地
主
の
後
退
の
な
か
で
、
か
つ
て
の
支
配
組
織
11郡
代
…
庄
屋
（
村
方
地
主
）

I
組
頭
ー
百
姓
代
体
制
は
、
そ
の
一
部
農
村
に
お
い
て
、
郡

代
…
掛
屋
商
人
（
庄
屋
）
ー
組
頭
ー
西
姓
代
体
制
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、

し
た
。

こ
れ
ら
の
掛
屋
商
人
は
、
広
く
九
州
諸
藩
の
御
用
達
と
な
り
大
名
貸
を
お
こ
な
っ
て
、
流
通
過
程
か
ら
最
大
の
利
潤
を
抽
出

こ
う
し
て
、
日
田
商
業
資
本
と
九
州
諸
藩
と
の
結
合
は
、
諸
藩
に
お
け
る
財
政
窮
乏
の
深
化
に
と
も
な
っ
て
い
っ
そ
う
密
接
と
な

り
、
そ
の
関
係
は
、
御
用
達
・
大
名
貸
か
ら
藩
財
政
へ
の
関
与
、
専
売
支
配
、
さ
ら
に
は
財
政
改
革
↓
藩
政
改
革
へ
と
発
展
す
る
。
一

方
、
郡
代
の
意
図
す
る
新
田
開
発
を
積
極
的
に
協
カ
・
推
進
し
て
、
権
力
と
の
結
合
を
い
っ
そ
う
密
接
に
し
、
あ
る
い
は
醸
造
・
製
蠍
な

幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察

に
よ
る
強
力
な
土
地
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薯
浩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察

抵
斐
氏
四
代
に
わ
た
る
西
国
筋
郡
代
の
世
襲
制
は
、
一
族
の
早
世
と
背
任
行
為
に
よ
る
改
易
に
よ
っ
て
附
壊
し
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ

て
、
一
族
岡
田
氏
と
の
間
の
西
園
筋
郡
代
交
代
補
任
制
も
実
現
し
な
い
ま
ま
に
終
っ
た
が
、
こ
う
し
た
な
か
で
、
天
領
日
田
は
寛
政
五
年

や
す
ひ
ら

に
新
任
の
羽
倉
代
官
（
権
九
郎
秘
救
）
を
迎
え
、
そ
の
も
と
で
農
民
保
護
を
志
向
す
る
農
政
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
、
し
か
し
、
日
田
天
領
農

村
に
お
い
て
は
、
寛
政
改
革
で
幕
府
が
意
図
し
た
「
農
民
保
護
」
悶
村
復
興
策
は
、
十
分
な
成
果
を
あ
け
え
ず
、
む
し
ろ
、
こ
の
過
程
を

(13) 

通
じ
て
農
村
分
解
が
い
っ
そ
う
進
行
し
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
第
二
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

揖
斐
氏
の
免
職
後
、
西
国
筋
都
代
は
廃
止
さ
れ
、
そ
の
支
配
地
も
分
剖
さ
れ
た
た
め
、
羽
倉
氏
は
七
万
石
支
配
の
代
官
と
し
て
入
部
し

(14) 

た
が
、
こ
の
期
に
分
割
さ
れ
た
高
松
代
官
支
配
地
の

i

部
（
大
分
・
速
見
郡
）
が
、
寛
政
十
一
年
に
辛
っ
て
譜
代
島
原
藩
の
大
名
預
所
と
な

(15) 

っ
た
こ
と
は
重
要
で
、
こ
の
こ
と
は
、
後
期
に
お
け
る
九
州
天
領
の
在
り
方
、
な
か
ん
ず
く
日
田
代
官
支
配
の
在
り
方
に
大
き
な
変
化
を

に
し
て
お
こ
う
。

近
世
後
期
に
お
け
る
九
州
天
領
の
支
配
形
態

ど
諸
産
業
の
実
施
・
経
営
に
あ
た
っ
て
、
自
己
資
本
の
蓄
積
手
段
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

そ
こ
で
次
に
、
天
領
日
田
が
九
州
に
お
け
る
地
方
金
融
市
場
へ
と
発
展
し
て
い
く
な
か
で
、
日
田
商
人
（
と
く
に
掛
屋
商
人
）
は
、
ど
の

よ
う
な
経
営
方
式
を
採
用
し
、
ど
の
よ
う
な
形
で
利
潤
抽
出
を
お
こ
な
っ
た
か
、
日
田
商
人
と
九
州
諸
藩
の
関
係
史
的
考
察
に
移
る
こ
と

と
し
よ
う
。
同
時
に
、
大
名
（
こ
こ
で
は
九
州
諸
藩
）
と
領
外
利
貨
資
本
（
こ
こ
で
は
日
日
商
人
）
と
の
結
合
が
中
央
巾
場
に
お
け
る
大
阪
商

人
を
媒
介
と
せ
ず
、
地
方
（
金
磁
）
市
場
に
お
い
て
成
立
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
藩
政
改
革
↓
藩
経
済
政
策
の
展
開
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
幕
藩
制
市
場
構
造
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
ち
、
か
つ
変
化
を
あ
た
え
た
か
、
総
じ
て
、
藩
政
改
革
を
市
場
構
造
・
領
外
利
貸
資
本

と
の
閑
わ
り
方
よ
り
分
析
し
、
幕
末
・
維
新
に
お
け
る
九
州
諸
藩
の
動
向
に
つ
い
て
、
合
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
化
政
期
以
降
藩
末
に
至
る
天
領
日
田
の
所
領
・
支
配
形
態
に
つ
い
て
考
寮
し
、
九
州
天
領
に
占
め
る
位
置
を
阻
ら
か
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る。 で
終
り
、
代
わ
っ
て
塩
谷
大
四
郎
正
義
の
入
部
と
な

あ
た
え
た
。

こ
の
と
き
、
日
向
•
そ
の
他
の
旧
高
松
代

官
支
配
地
の
大
部
分
が
日
田
代
官
支
配
地
に
編
入
さ
れ

(16) 

た
た
め
、
羽
倉
代
官
の
支
配
領
域
は
急
速
に
拡
大
し
、

(17) 

文
化
三
年
秘
救
は
郡
代
に
昇
進
す
る
。
し
か
し
、
秘
救

は
三
年
後
の
文
化
六
年
に
死
亡
し
た
た
め
、
嫡
子
外
記

鬱
ざ
代
官
と
な
っ
た
（
遅
、
翌
七
年
秘
避
は
越
後
代
官

に
転
出
し
た
に
5
、
羽
倉
氏
の
日
田
支
配
は
一
七
年
で

と
な
り
、
以
降
歴
代
台
所
役
・
天
守
番
を
歴
任
、
輝
昌

は
宝
暦
八
年
に
家
督
相
続
し
、
徒
目
付
・
小
普
請
方
を

へ
て
、
寛
政
元
年
よ
り
代
官
と
な
り
、

こ
の
期
に
西
国

(20) 

筋
郡
代
に
昇
進
し
日
田
に
入
部
し
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
る
に
、
輝
昌
は
五
年
後
の
文
化
十
二
年
に
死
亡
し
た

(21) 

た
め
、
嫡
子
八
蔵
輝
光
が
代
官
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ま

た
羽
倉
秘
道
と
同
じ
く
、
翌
十
一

1

一
年
に
越
後
代
官
に
転

(22) 

出
し
た
た
め
、
三
河
口
氏
の
日
田
支
配
は
わ
ず
か
六
年

河
口
氏
は
、
頼
玄
の
と
器
徳
川
氏
に
仕
え
て
旗
本

終
り
、
代
わ
っ
て
三
河
口
太
忠
輝
昌
が
入
部
す
る
。

幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察

および代官・郡代・在任期間一覧

I 在陣場所 転免理由 備 考

死 亡 （三河口太忠、文化 7年郡代となる）
日田在陣

越後代官

日田在陣 I 改 易 I （文政 4年郡代となる）

長崎在陣 | （一時預り） I 
日田在陣 死 亡

（寺11西蔵太、天（豊保後7・年豊郡前代・、同 8年入部）

（代官見習） 陸奥代官
7,534石 日向）

日田在陣 I 死 亡 （天保12年、郡代となる）

日日在陣 死 亡
（池104田,岩91之丞、別（豊弘廉後化当・分4豊年預前郡所・代60日,、0向7窟）9永石元年入部）

（暫時取扱） 転 出 （外に当7分石・ ） 

長崎在陣 （一時預り）

日田在陣 関東代官 I （文久 2年、郡代となる）

日田在陣 逃 亡 164,046石（当分・別廉当分預所高を含む）

紀要』17号）参照。
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悪
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察

日
田
は
塩
谷
那
代
の
免
職
後
、
天
保
七
年
、

(28) 

長
崎
代
官
の
預
所
と
な
っ
た
。

て
激
し
く
流
動
す
る
が
、

は
じ
め
て

こ
う
し
た
動
き
の
な
か
で
、

惟
後
期
に
お
け
る
九
州
天
領
は
、
そ
の
所
属
を
め
ぐ
っ

で
継
続
さ
れ
る
が
、

こ
の
間
、
文
政
三
年
と
天
保
二
年

の
二
回
に
わ
た
り
、
肥
前
松
浦
郡
の
天
領
が
譜
代
唐
津

(25) 

藩
の
大
名
預
所
と
な
る

l

方
、
翌
三
年
に
は
、

一
時
天

(26) 

卓
が
四
国
筋
郡
代
の
支
配
地
（
当
分
預
所
）
に
加
わ
り
、

さ
ら
に
天
草
は
同
年
七
月
よ
り
、
筑
前
恰
土
郡
の
天
領

(27) 

は
翌
四
年
よ
り
長
崎
代
官
の
支
配
地
と
な
る
な
ど
、
近

こ
う
し
て
、
塩
谷
郡
代
の
日
田
支
配
が
天
保
六
年
ま

年
に
家
督
相
続
、
勘
定
吟
味
改
役
を
へ
て
同
十
二
年
よ

家
柄
で
歴
代
御
勘
定
を
つ
と
め
て
い
る
。
正
義
は
粟
淫

と
も
ま
さ

消
喬
の
次
男
で
、
塩
谷
奉
正
の
養
子
と
な
っ
て
寛
政
七

り
代
官
と
な
り
、
こ
の
期
に

R
田
に
入
し
た
も
の
で
あ

(23) 

る
。
塩
谷
氏
は
当
初
代
官
と
し
て
入
部
し
た
が
、
四
年

後
の
文
政
四
年
に
郡
代
に
昇
追
し
、
康
米
四

0
0
俵
に

(24) 

加
え
て
足
高
が
一

0
0
俵
高
に
加
増
さ
れ
た
。

塩
谷
氏
の
出
自
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
新
参
旗
本
の

第 1表 近世後斯における天領日田の支配形態

支配形態 1 代官・郡代名 在任期間、

郡代支配地
l （日 田 ） I 

三河口太忠輝昌 （文化 7年ー文化12年） （5年）
ー・

代官支配地 1 三河口八蔵輝光 （文化12年ー文化13年） （1年）

郡代支配地（日 田） 塩谷大四郎正義ー［ほー{[;14年□天保 6年） （18五［

代官支配地 （馨 霜 岱） 1| 高↑作右！蔚門塁＿亨 （天保 7 年ー天保 8 年〗ー(_l一年）一
郡代支配地 寺西蔵太元栄（天保 8年ー天保12年） （4年）
---（日田）一—

・ 寺西直次郎元貞 （天保12年ー天保12年） （6ヵ月）

郡代支配地 （日 山） 竹尾清右衛門忠明 （天保12年一弘化 4年） （6年）I 
同 1 _＿＿ II池田岩之丞季秀 （嘉永元年ー文久元年） （13年）

（日田） l 
池田錠三郎季涎 （文久元年ー文久元年） （4ヵ月）

代官支配地 1（喜 喜岱） I高木作右衛門忠知 I（文久元年ー文久 2年） （4ヵ月）

郡代支配地 I（日
I 

田） II屋代増之助忠良 （文久 2年一元治元年） （2年）

I II ― （日 日） 窪田治部右術門鎮勝 （元治元年一慶応 4年） （4年）

C註〕藤野保「近世前期における九州天領の支配形態」（『九州文化史研究所

同

- 35-

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



以
上
で
あ
る
が
、
揖
斐
郡
代
の
免
識
後
、
寛
政
以
降
に
お
け
る
九
州
天
領
の
激
し
い
流
勁
化
現
象
の
な
か
で
、
九
州
天
領
は
以
上
み
る
よ

(5) (4) (3) (2) (1) 

も
と
な
が

長
崎
代
官
の
預
所
た
る
こ
と
一
年
に
し
て
、
後
任
の
西
国
筋
郡
代
は
寺
西
蔵
太
元
栄
に
決
定
し
、
元
栄
は
天
保
八
年
に
日
田
に
入
部
し

も
と
た
か

た
。
寺
西
氏
の
出
自
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
父
封
元
は
西
丸
徒
組
•
本
丸
徒
組
頭
を
へ
て
、
寛
政
四
年
よ
り
代
官
に
就
任
、
元
栄
は
文
政

(29) 

こ
の
期
に
四
国
筋
郡
代
に
昇
進
し
日
田
に
入
部
し
た
も
の
で
あ
る
。

十
年
よ
り
父
に
代
わ
っ
て
代
官
と
な
り
、

と
こ
ろ
で
、
寺
西
郡
代
の
支
配
領
域
は
、
塩
谷
郡
代
末
期
の
そ
れ
を
ほ
ぼ
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
に
「
天
保
九
戌
年
御
代
官
井

(30) 

御
禎
所
御
物
成
納
払
御
勘
定
帳
」
に
よ
っ
て
、
同
年
に
お
け
る
九
州
天
領
の
支
配
形
態
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

第
二
表
は
す
な
わ
ち
そ
れ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
西
国
筋
郡
代
の
支
配
地
は
豊
後
・
豊
前
・
日
向
三
ヵ
国
の
天
領
で
、
石

高
に
し
て
―

-
l
j
七
、
宜
三
四
石
、
揖
斐
時
代
の
支
配
領
域
に
比
べ
て

i

-

＿
万
ム
一
、
四
四

0
石
余
縮
小
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
長
崎

代
宮
の
支
配
拙
は
肥
前
・
肥
後
・
筑
前
の
―
―
―
ヵ
国
の
天
領
に
拡
大
し
三
万
六
、
六
七
七
石
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
天
草
が
長
崎
代

官
の
預
所
と
な
っ
て
い
た
た
め
で
、
そ
れ
に
肥
前
彼
杵
・
古
回
来
両
郡
お
よ
び
筑
前
恰
土
郡
の
天
領
が
含
ま
れ
て
い
た
。
次
に
大
名
預
所
は

五
つ
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
。

第
一
は
、
柳
河
藩
の
預
所
で
筑
後
の
天
領
一
万
四
、
八
五
一
石
。
こ
れ
は
文
化
一
一
一
年
、
立
花
種
等
の
陸
奥
下
手
渡
転
封
後
、
天
領

(31) 

と
な
っ
た
旧
三
池
藩
領
を
、
同
十
三
年
よ
り
柳
河
藩
に
預
け
た
も
の
。

第
二
は
、
島
原
藩
の
預
所
で
豊
後
の
天
領

i

万
四
、
五
二
七
石
。
こ
れ
は
寛
政
十
一
年
、
高
松
代
官
支
配
地
の
一
部
が
島
原
藩
の

(32) 

預
所
に
切
替
え
ら
れ
た
も
の
で
、
豊
後
の
大
分
・
速
見
那
を
中
心
と
す
る
。

第
三
は
、
唐
津
藩
の
預
所
で
肥
前
の
天
領
一
万
六
、
九
―
一
五
石
。

(33) 

三
年
以
降
、
数
回
に
わ
た
っ
て
同
藩
の
預
所
と
な
っ
た
。

(34) 

第
四
は
、
人
吉
藩
の
預
所
で
日
向
の
天
領
五
九

0
石
。
日
向
臼
杵
郡
を
中
心
に
分
布
す
る

Q

第
五
は
、
佐
伯
藩
の
預
所
で
豊
後
の
天
領
二
、
一
四
三
石
。
日
田
郡
代
の
旧
支
配
地
に
属
し
、
豊
後
洵
部
郡
を
中
心
に
分
布
す
，
知
。

倦
浩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察

こ
れ
は
旧
店
津
藩
領
に
属
す
る
肥
前
松
訓
郡
の
天
領
で
、
文
政

- 36 -



幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察

第 2表 天保期における九州天領の支配形態（天保 9年）

I C西国筋郡代支配地〕 豊後・豊前・日向

石斗升合勺オ （郡代）寺西蔵太し（元栄）一
高 117, 5?. 4. 0 0 4 2 8 

銀 1,351貫． 532匁2分
金＝メ22,525両． 2分永36文6分6厘
米： 37,466石． 9斗0升6合9勺7オ
粟 50.91290

・-----------------------・・--------------------------------・-- --・--・-・----------------------------------------・-・・・・・・・・-・・--------

II C長崎代官支配地〕 ／把前・肥後・筑前

石斗升合勺オ （代官）高木作右衛門（忠篤）
蒻 36, 6 7 7. 2 0 7 7 2 

銀 977貫． 380匁4分1厘2毛
金＝.,<16,289両． 2分永173文5分3厘
米 14,423石． 0斗7升8合3勺0才

-----------------------------------

JlI C柳河藩預所〕 筑後
石斗升合勺オ （大名）立花左近将監（鑑備）

邸 14, 8 5 1. 7 2 9 8 0 

銀 293貫． 336匁2分5厘6毛
金＝.,<4,888両． 3分永187文6分
米 2,467石．5斗8升9合9勺8オ

w （島原藩預所〕 豊後

石斗升合勺才
裔 14, 5 2 7. 7 0 6 5 2 

銀 229貫． 652匁4分9厘4毛
金＝.;<3,827両． 2分永41文5分6厘
米 3,078石．4斗7升5合3勺2オ

-----------------------・ ・・・・・・・-・・・ -----------------

V （唐津藩預所〕 肥削

伝斗升合勺才
嵩 16, 9 2 5. 2 6 3 0 0 

銀 6貫． 658匁6分4厘5毛
金＝メ110両． 3分永227文4分1厘
米 8,328．石4斗3升1合0勺0オ
. ---------------------------------

VI C人吉藩預所〕 日向

石斗升合勺才
5 9 0. 1 8 8 3 0 

銀 7貫． 878匁6分5厘2毛
金＝v?l31両． 1分永60文8分6圧
稗 6石． 1斗5升5合3勺8オ
・-------------← --------------

Vil （佐伯藩預所〕 豊後

（大名）松平主殿頭（忠侯）

-----— -1 

（大名）小笠原佐渡守（長和）

（大名）相良遠江守（頼之）
-̀ -

石斗升合勺オ （大名）毛利伊勢守（高泰〗
高 2,1 4 3. 7 2 4 0 0 

銀 0貫． 880匁6分5厘9毛
金＝メ14両． 2分永177文6分5厘
米 1,001石 1斗5升1合9勺0オ

〔註〕「天保 9戌年御代官井御預所御物成納払御勘定帳」による。

- 37 -

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



以
上
に
よ
っ
て
、

日
向
天
領
は
直
支
配
地
と
当
分
預
所
に
、
天
草
は
当
分
預
所
と
別
廉
当
分
預
所
に
分
割
さ
れ
、
さ
ら
に
直
支
配
地
の
縮

小
は
、
主
に
日
向
天
領
の
分
割
に
起
囚
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
こ
の
よ
う
に
、
天
草
お
よ
び
肥
前
（
松
浦
郡
）
・
筑
前
の
天
領
が
西
国
筋

郡
代
の
支
配
地
と
な
っ
た
た
め
、
長
崎
代
官
の
支
配
地
は
七
、
四
二
九
石
に
縮
小
し
た
。
こ
れ
は
長
崎
代
官
の
固
有
の
直
支
配
地
で
あ
る

肥
前
彼
杵
・
高
来
両
郡
の
天
領
を
中
心
と
す
る
。
次
に
大
名
預
所
で
は
、
唐
津
藩
預
所
が
消
滅
し
て
、
柳
河
•
島
原
・
人
吉
•
佐
伯
四
藩

の
預
所
と
な
り
、
そ
の
う
ち
柳
河
・
島
原
両
藩
の
預
所
は
、
天
保
九
年
に
比
較
し
て
何
れ
も
五
ー
―
―
-
、

0
0
0
石
縮
小
し
て
い
る
。
柳
河

藩
預
所
五
、

0
0
0

石
の
縮
小
は
、
嘉
永
四
年
、
立
花
碩
恭
（
陸
奥
下
手
渡
）
に
五
、

0
0
0
石
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
，
訳
。

こ
う
し
て
、
幕
末
の
動
乱
期
に
九
州
天
領
ぱ
激
し
く
流
動
し
な
が
ら
、
池
田
郡
代
の
支
配
が
文
久
元
年
ま
で
継
続
さ
れ
る
が
、
季
秀
は

(C) (B) (A) 
の
日
田
支
配
も
わ
ず
か
六
年
で
終
る
が
、

う
に
、
二
郡
代
・
代
官
支
配
地
、
五
大
名
預
所
に
細
分
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(36) 

さ
て
、
寺
西
郡
代
は
在
任
わ
ず
か
四
年
に
し
て
天
保
十
二
年
に
死
去
し
、
嫡
子
直
次
郎
元
貞
が
家
腎
相
続
し
た
が
、
同
年
元
貞
は
怪
奥

(37) 

代
官
に
転
出
し
た
た
め
、
代
わ
っ
て
竹
尾
清
右
衛
門
忠
明
が
西
国
筋
郡
代
と
な
り
日
田
に
入
部
し
た
。
竹
尾
氏
も
塩
谷
氏
と
同
じ
く
新
参

(38) 

旗
本
の
家
柄
で
、
腿
代
台
所
頭
・
御
勘
定
を
つ
と
め
、
忠
明
は
勘
定
組
頭
を
へ
て
こ
の
期
に
日
田
に
入
部
し
た
も
の
で
あ
る
。
竹
尾
那
代

そ
の
末
年
（
弘
化
四
年
）
に
は
、
天
草
が
再
ひ
西
国
筋
郡
代
の
支
配
地
（
当
分
預
所
）
と
な
り
、
そ

れ
に
肥
前
・
筑
前
の
天
領
が
加
わ
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
翌
嘉
永
元
年
、
竹
尾
郡
代
に
代
わ
っ
て
日
田
に
新
し
く
入
部
し
た
池
田
岩
之
丞

季
秀
の
と
き
い
っ
そ
う
顕
著
と
な
り
、
こ
こ
で
ま
た
九
州
天
領
は
大
き
く
変
化
し
た
。

(39) 

す
な
わ
ち
、
第
三
表
に
よ
る
と
、
西
国
筋
郡
代
の
支
配
地
は
、
日
直
支
配
地
・
ロ
当
分
預
所
・
国
別
廉
当
分
預
所
の
三
つ
に
分
か
れ
、

日
は
豊
後
・
豊
前
・
日
向
三
ヵ
国
の
天
領
で
一

0
万
四
、
九
一
七
石
。
天
保
九
年
に
比
べ
て
一
万
一
エ
ハ

0
0
石
余
縮
小
し
て
い
る
。

口
は
豊
後
・
日
向
・
肥
後
・
肥
前
四
ヵ
国
の
天
領
で
三
万
五
、

0
九
一
一
石
。
こ
の
う
ち
、
も
っ
と
も
多
い
肥
前
の
天
領
は
前
述
し
た

(40) 

唐
津
藩
預
所
で
、
天
保
一
揆
の
の
ち
西
国
筋
郡
代
の
当
分
頚
所
と
な
っ
た
も
の
。

口
は
肥
後
・
筑
前
・
肥
前
―
―
―
ヵ
国
の
天
領
で
二
万
四
、
九
八
七
石
。

幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察
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第 3表幕末における九州天領の支配形態（万延元年）
幕 I- —-- -- ------ ---＿_＿＿ ＿ 

藩番 号支配形態 郡 代 ・ 代 官 ・ 大 名 名 国 名 石 高
制―- -- ＾ --”▼_ ＿＿＿ 
下 ＇ 石斗升合勺

后 （郡代池田岩之祇）
豊後 5 3, 3 3 9. 4 6 8 5 

1 i 
豊前 3 3, 4 6 8. 6 8 2 7 

ば I直支配地 日向 1 8, 1 0 8. 8 6 5 7 

、計―—一10 4,9 1 7.0 1 6 9 

畜 I― ー一 豊後 4, 8 0 5. 8 ; 3 6 -

嘉 ( F.l ) 日向 8, 9 6 6. 7 4 9 G 

関 I 西国筋郡代支配地 2 I' IR 肥後 4, 9 8 4. 6 1 8 5 
係 当分預所-
史 即uI 1 6, 3 3 5. o 2 2 o 

讐 計 35,0 92-．-、:62 8 

察 I -— 
肥後 ］9, 9 4 2. 9 3 4 4 

（ 同 ） 1 筑前 4~ 4 5 4. 5 1 8 8 
3 

別廉当分預所
肥前 5 9 0. 2 4 0 0 

計 24, 9 8 7. 6 9 3 2 

II I長崎代官支配地 （代官 高木作右衛門） l肥前―-- 7. 4 2 9. 1 5 8 9 

面1 柳河藩預所 1（大名立花飛騨守） I筑後 9, 7 9 0. 4 9 8:-

w 島原藩預所ー（同 松箪上殿頭） 1豊後 1 1, 3 2 4. 2 3 0;— 
--

v 人 吉 藩 預 所 （同 相良越前守） 日向 5 9 o. 1 8 0 8 

VI 佐 伯 藩 預 所 （同 毛利安房守） 1豊後| ―- 2, 1 4 3.1Z 4 0 

〔備考〕

九州天領の各国別石高
石斗升合勺

］ 
＇盛後 7 1, 6 1 3. 2 9 6 7 

豊前 3 3, 4 6 8. 6 8 2 7 

日向 2 7, 6 6 5. 8 0 1 7 

肥前 2 4, 3 5 4. 4 2 1 9 

肥後 2 4, 9 2 7. 5 5 2 9 

筑前 4, 4 5 4. 5 1 8 8 

t筑後 9, 7 9 0. 4 9 8 5 

［ 計 1 9 6, 2 4 4. 7 7 3 3 • 540ヵ村

-----~----— 

〔註〕 「代官所勤方書付」・「御預所勤方書付」および大山敷太郎『悪末

財政金融史論』掲載史料などによって作成。
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あ
る
。 幕

藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察

(42) 

同
年
死
亡
し
、
嫡
子
錠
―
―
一
郎
季
和
が
家
督
相
続
す
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、

領
一
九
万
六
、

0
0
0
石
の
う
ち
、

(43) 

日
田
は
再
び
長
崎
代
官
の
預
所
と
な
る
が
、
こ
れ
も
短
期
間

(44) 

で
終
り
、
新
た
に
屋
代
増
之
助
忠
良
が
西
国
筋
郡
代
に
任
命
さ
れ
、
忠
良
は
翌
二
年
に
日
田
に
入
部
し
た
。
屋
代
郡
代
の
入
部
以
降
、
日

田
支
配
地
は
池
田
時
代
の
形
に
戻
り
、
こ
う
し
て
一
一
年
後
の
元
粕
元
年
に
は
、
西
国
筋
最
後
の
郡
代
窪
田
治
部
右
衛
門
鎮
勝
が
入
部
す
る
。

(45) 

窪
田
氏
は
筑
後
の
蒲
池
氏
の
家
臣
の
出
で
、
の
ち
熊
本
藩
の
家
臣
と
な
り
、
父
秀
種
の
と
き
旗
本
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
日
田
に
入

部
し
た
窪
田
氏
は
、
池
田
時
代
の
支
配
領
域
を
継
承
し
、
日
直
支
配
地
の
ほ
か
、
口
当
分
預
所
・
ロ
別
廉
当
分
預
所
を
含
め
て
、
九
州
天

(46) 

0
0
0
石
を
支
配
し
、
明
治
維
新
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
後
期
に
お
け
る
九
州
天
領
は
、
大
名
領
国
の
定
着
・
固
定
化
の
領
向
と
は
う
ら
は
ら
に
、
そ
の
所
属
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
流
動

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
九
州
天
領
は
日
田
・
長
崎
両
代
官
所
を
基
軸
に
流
動
し
、
両
代
官
所
は
固
有
の
支
配
地
（
直
支

配
地
）
の
ほ
か
、
九
州
七
ヵ
国
に
存
在
す
る
天
領
を
、
当
分
預
所
あ
る
い
は
別
廉
当
分
預
所
と
し
て
分
割
支
配
し
た
。
そ
の
た
め
、
近
世

初
期
日
田
と
と
も
に
代
官
支
配
池
と
し
て
発
足
し
、
九
州
天
領
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
内
め
た
天
草
は
、
後
期
に
な
る
と
、
そ
の
所
属

を
め
ぐ
っ
て
、
島
原
藩
、

れ
に
よ
っ
て
、

そ
の
八
一
＝
％
に
あ
た
る
一
六
万
四
、

日
田
・
長
崎
両
代
官
所
の
間
を
め
ま
ぐ
る
し
く
変
動
し
、
天
領
と
し
て
の
地
位
を
相
対
的
に
低
下
さ
せ
た
。

寛
政
十
一
年
、
高
松
代
官
支
配
地
の
一
部
が
島
原
藩
の
預
所
と
な
っ
た
こ
と
は
、
後
期
に
わ
け
る
日
田
代
官
支
配
地
に
大
き
な
変
化
を

あ
た
え
、
こ
の
期
に
成
立
し
た
肥
前
（
松
洞
郡
）
・
筑
後
の
天
領
も
、
そ
れ
そ
れ
最
寄
り
の
大
名
の
預
所
（
胴
津
落
・
柳
河
藩
）
と
な
っ
て
、

後
期
に
お
け
る
九
州
天
領
の
在
り
方
を
示
し
た
が
、
そ
の
う
ち
前
者
が
日
田
代
官
所
の
当
分
預
所
と
な
っ
た
こ
と
は
先
に
み
た
と
こ
ろ
で

こ
の
よ
う
に
、
後
期
に
お
け
る
九
州
大
領
は
、
日
田
・
長
崎
両
代
官
所
を
通
じ
て
支
配
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
心
は
日
田
代
官
所
1
1
西
国

筋
郡
代
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
支
配
地
が
幕
末
九
州
天
領
の
八
三
％
を
占
め
て
い
た
事
実
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
揖
斐
氏
の
郡

代
へ
の
昇
格
は
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
。
揖
斐
氏
四
代
に
わ
た
る
西
国
筋
郡
代
の
同
定
は
、
一
族
の
早
批
と
改
易
に
よ
っ
て
崩
壊
し
、
そ

一
族
岡
田
氏
と
の
闇
の
西
国
筋
郡
代
交
代
補
任
制
も
実
現
し
な
い
ま
ま
に
終
っ
た
が
、
そ
の
後
の
歴
代
郡
代
は
、
当
地
で
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幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
羽
倉
・
三
河
ロ
・
寺
西
・
池
田
）
、

そ
の
任
期
も
概
し
て
短
期
で
、
嫡
子
は
何
れ
も
父
の
職
を
世
襲
す
る
こ
と
な

く
、
越
後
代
官
・
陸
奥
代
官
と
し
て
、
他
の
代
官
所
に
左
遷
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
長
く
在
任
し
た
塩
谷
氏

改
易
•
免
職
を
う
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
が
、
西
国
筋
郡
代
を
特
定
の
旗
本
に
固
定
せ
し
め
ず
、
激
し
く
交
代
せ
し
め
た
理
由
に
ほ

こ
れ
に
対
し
て
、
長
崎
代
官
は
、
元
文
四
年
、
高
木
氏
が
町
年
寄
か
ら
代
官
に
昇
格
し
て
よ
り
、
同
家
に
固
定
し
幕
末
ま
で
皿
製
さ
れ

(47) 

る
、
と
い
う
よ
う
に
西
国
筋
郡
代
と
対
賭
的
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
代
官
支
配
地
が
確
立
さ
れ
る
と
同
時
に
、
閃
東
下
り

の
地
方
官
僚
代
官
に
よ
っ
て
激
し
く
交
代
支
配
さ
れ
た
日
田
と
、
旗
本
交
代
補
任
制
に
も
と
つ
く
長
崎
奉
行
の
支
配
下
に
あ
っ
て
、
地
元

の
豪
商
代
官
に
よ
っ
て
同
定
支
配
さ
れ
た
長
崎
と
の
、
近
世
初
期
以
来
の
支
配
方
式
の
相
追
が
後
刈
・
幕
末
ま
で
継
承
さ
れ
た
と
い
う
こ

役
割
は
、

そ
こ
で
次
に
、
考
察
は
日
田
商
人
と
九
州
諸
藩
の
関
係
史
的
考
察
に
む
け
ら
れ
る
。
九
州
天
領
の
な
か
に
占
め
る
天
領
日
田
の
位
置
と

日
田
商
人
の
経
営
分
析
•
利
潤
抽
出
法
と
九
州
諸
藩
と
の
閲
係
史
的
考
察
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
鮮
明
に
す

掛
屋
仲
間
衆
に
代
表
さ
れ
る
日
田
商
人
の
個
別
商
業
経
管
の
方
式
・
形
態
、
土
地
集
積
の
在
り
方
、

れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、

と
も
に
那
代
権
力
を
バ
ッ
ク
と
す
る
特
権
的
な
公
儀
の
掛
尾
商
人
と
し
て
、
流
通
過
程
か
ら
最
大
の
利
潤
を
抽
出
す

る
商
業
高
利
貸
資
本
と
し
て
の
共
通
し
た
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
掛
屋
商
人
の
天
領
内
に
お
け
る
尚
業
登
本
の
蓄
積
過
程
・
土
地

の
集
積
過
程
と
日
田
農
村
と
の
関
係
、
お
よ
び
郡
代
権
力
と
の
結
合
方
式
・
業
務
・
役
割
等
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
第
一
―
•
一1一
稿
に
お
い

て
考
察
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
額
外
に
お
け
る
利
潤
抽
出
の
方
法
と
し
て
、
重
要
な
位
置
を
占
め
る
大
名
貸
に
つ
い
て
考
察
す

と
が
で
き
よ
う
。

か
な
ら
な
い
。

死
亡
し
た
も
の
が
多
く

日
田
商
人
の
経
営
方
式
と
郡
代
権
力
と
の
結
合

お
よ
び
利
潤
抽
出
の
仕
方
は
、

（
代
官
四
年
・
郡
代
一
四
年
）

そ は
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ま、
．＇ 

右
の
う
ち
、

も
っ
と
も
早
い
例
は
岡
・
杵
築
・
府
内
藩
等
で
、
「
広
瀬
家
譜
」
は
平
八
の
明
和
六
年
を
も
っ
て
、

じ
め
と
し
て
い
疑
。
こ
の
よ
う
に
、
平
八
の
段
階
は
近
隣
の
豊
後
の
諸
藩
が
中
心
を
な
し
、
の
ち
蓮
池
・
対
后
藩
が
加
わ
っ
た
が
、
三
郎

(51) 

右
衛
門
代
に
は
鹿
島
・
大
村
藩
等
肥
前
の
賭
藩
に
拡
大
し
、
こ
う
し
て
、
久
兵
衛
・
源
兵
衛
代
に
は
前
記
の
諸
藩
・
旗
本
に
お
よ
ん
だ
の

で
あ
る
。
と
同
時
に
扶
持
米
腐
は
、
個
別
藩
と
の
閲
わ
り
方
が
深
化
す
る
に
と
も
な
っ
て
増
加
し
て
い
た
。
例
え
ば
府
臼
藩
に
お
い
て

切

旗

本

1
1
杵
築
分
知

壁
前
（
小
倉
藩
）

肥
前
（
佐
賀
支
洛
（
蓮
池
藩
・
鹿
島
滞
）
・
大
村
藩
•
島
原
落
•
平
戸
藩
）

日
向
（
延
岡
藩
）

対
馬
（
対
馬
落
、
但
し
肥
前
田
代
領
）

筑
後
（
久
留
米
藩
）

筑
前
（
福
岡
藩
と
そ
の
支
藩
（
秋
月
藩
）

m
人
名
1
1
登
後
（
府
内
溺
・
森
藩
・
杵
築
藩
・
岡
藩
）

る
こ
と
と
す
る
。

(49) 

第
四
表
は
、
千
原
家
（
丸
屋
）
・
草
野
家
（
升
屋
）
•
森
家
（
鍋
屋
）
ら
と
と
も
に
第
一
級
の
日
田
商
人
で
あ
り
、

広
漉
家
（
博
多
墨
）
と
九
州
諸
藩
と
の
関
係
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
広
瀕
家
は
四
代
平
八
（
秋
風
庵
月
花
）
・
五
代
三
郎
右
衛
門
（
長
春
庵
桃
秋
）
の
頃
か
ら
大
名
貸
を
は
じ
め
、
諸
藩
の
御

用
近
と
な
り
扶
持
を
う
け
て
い
た
が
、
六
代
久
兵
衛
（
南
該
）
に
至
っ
て
飛
躍
的
に
発
展
し
、
七
代
源
兵
衛
（
雨
窓
）
の
と
き
ま
で
に
、
御

用
逹
・
大
名
貸
．
献
金
な
ど
に
よ
っ
て
扶
持
を
う
け
た
大
名
・
旗
本
は
、
次
の
一
五
藩
・
一
旗
本
に
お
よ
ん
て
い
る
。

幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
閲
係
史
的
考
察

広
瀬
家
御
用
逹
の
は

か
つ
掛
屋
商
人
で
あ
る

- 42 -

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



器
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
団
係
史
的
考
察

広瀬ぷ 1 1芍Iえ藩 I蓄，i| 潅第：｝c :悶亨；三□言菩罪三？三，：図給
広
瀬
炎
系
図
）
・
ギ
八

④
 

一
郎
右
衛
門

R― 

¥
 

闇

⑥
汀

It)

L
ー
謙
吉
（
旭
荘
）

i

也
一
郎

R
 

1 府内藩（譜），松平 弘化元年 10人扶持 I,回兵信i｝ 嫡 r•源兵卸Iii料II紋につき女給
I ＇ 弘化元年 5人1．夫行 （久兵伶i¥ 11オ蚊改革1こつ屯叫；扶持として支給

I 
： 滋j,元年 30人扶！ヤ （盃岱日） 財政改革戎功につき 15人扶1ヤ追加
I 
， 文久元年 15人扶/.¥ （久兵衛） 永年の功績に対しは屈扶桔として女粕

1 文久元年 1人扶持 （源兵衛） 財政9担用につき支給

2 森 潅（外） ：久貿，g ．文久 2年 2人扶梼 （源兵衛） 財政処9登につき 1人扶持追加

: /l'1,52年 3人扶持 （源兵衛） 財政処理1こつき 1人扶持追加

3 杵亮藩（譜） ：松平
安政 5年以前 3人扶持 （久兵衛） 用遠1こより 3人扶行女給

， 安政 5年 3人扶杵 （源兵衛） 用遠柑統につき女給
- - ----- -T•- - -_ - --- - -- - - --- -- -- - - -- - -- • 

杵築分知（旗），松 •I' 天保 5年 2人扶持 （久兵衛） nli登、新開場改屯lこつぎ女袷

， 文化13年 2暉 （久兵衛） /Iii針II紐につき支給

4 岡 濯（外） ：中川 慶応元年 3人扶持（源兵衛） 片1逹により支給

炭応元年 15人扶持 I 久右衛門
七三郎） 1,000両献金につき毎年支船

紐元年 5人扶持（久兵衛） 財政処理につき支給

訊 3年 30人扶持 1久兵衛）

蒻 3年 15人扶持 し土記iI f 2,000両献金につき支給

51 ほ岡蕩（外） ！黒田＇ 安政 3年 15人扶杓（源兵衛） ＼ 

＇ 安政 6年

安政 6年

安政 6年

慶応元年

安政元年

安政元年

l 
I 

6 I秋月藩（外） 1黒田

： □旦戸
71久留米藩（外） I<i ，烏

ー

⑨

"t 
□
〗

安政4年

一・
文化11年

文政 8年

天保 6年

天保12年

嘉永元り

嘉水 3年

文久 2年

文久 3年

1<Iは9if・

犬保12年

安政 3年

文化` ,,・

文政1l年

安政 5年

慶応2年

2人扶持 （源兵衛II 199両献金1こつき永代支袷

1頌 （久兵衛） 資金融通につき支給

151よ （久兵衛） 月）遠により 31長追加

5ft （久兵衛） 財政処坪につきその身ー1し支袷

51長 （久兵衛） 財政処坪、水m:事により代々女佑

1人扶t乍 （源兵揖ii HI速．こ J.り女袷

60(.I. （久兵衛） l,0001J,l献全につき水代女ぶ；

3引k (，原兵衛I 1650•山j 献全につさ元金返還ょ・(·

30(長 （源兵衛） 500両献金につき永代 kt3
征年丈．“：

3人扶持 墳i兵衛Illlliきにより奴，1

3人扶I¥ I久）t社iJ I'll達により面年女給

3/、tktト （源兵衛I Ili逹により毎年支給

3 M.しi手（三Ili;｛和1"ぃ財政処J甲につき紺年支袷

久兵衛JI｝逹3|継ぐ

2人扶持 （久兵衛1 国東領iIiPl功労につき支給

3人扶/.¥ I源兵衛） nl達により毎年女袷

銀15枚 (i1，； 兵 9;） 財政処理により海年支給

銀2枚 1久兵衛） 功労により毎年支捻

［M;）各藩「991達扶!!·扶持・往復文ふ・「南核 B 記」・「筑i•Ilk当 .'11./1物留」による。請ぶ8代大名・外は外様大名・旗,,旗本を示す。

11~1よ文久 2TJ●J店（源兵律i) 銀 2 枚となる。
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(52) 

と
あ
り
、
平
八
・
ニ
郎
右
衛
門
代
に
は
一
―
一
人
扶
持
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
久
兵
衛
の
代
に
至
り
、
ま
ず
文
政
元
年
に
は
一
一
人

(53) 

扶
持
を
加
増
さ
れ
て
五
人
扶
持
と
な
り
、
天
保
三
年
に
は
五
人
扶
持
を
加
増
さ
れ
て
十
人
扶
持
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
府
内
藩
の
家
老

岡
本
主
米
の
依
頼
に
よ
り
天
俣
改
革
を
主
導
し
て
よ
り
、
扶
持
米
高
は
い
っ
そ
う
増
加
し
、
天
保
十
五
年
（
弘
化
元
）
に
は
、
同
藩
御
用

(54) 

達
相
続
に
つ
き
源
兵
衛
に
十
人
扶
持
、
ほ
か
に
久
兵
衛
に
は
「
当
方
勝
手
向
改
革
御
引
受
、
預
御
世
話
候
付
、
隠
居
為
扶
持
」
五
人
扶
持

(55) 

を
与
え
ら
れ
、
嘉
永
元
年
に
は
父
子
十
五
人
扶
持
を
追
加
さ
れ
て
合
わ
せ
て
三
十
人
扶
持
と
な
り
、

(56) 

は
、
久
兵
衛
に
対
し
隠
屈
料
十
五
人
扶
持
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
は
広
瀬
家
の
一
例
に
す
ぎ
ず
、
他
の
掛
屋
尚
人
も
遅
速
・
強
弱
・
大
小
の
差
は
あ
れ
、
等
し
く
諸
藩
の
御
用
達
と
な
り
大
名
貸
を

(57) 

お
こ
な
っ
て
い
る
た
め
、
諸
大
右
に
対
す
る
賛
付
金
の
額
は
膨
大
な
数
に
達
し
、
い
わ
ゆ
る
日
田
金
の
総
計
―

1
0
0
万
両
の
う
ち
、
約
半

(58) 

額
の
一

0
0
万
両
が
大
名
貸
に
投
下
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
次
に
広
瀬
家
の
経
営
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
よ
う

Q

表
参
照
）
、
そ
の
経
営
方
法
1
1
資
金
繰
り
は
、
拝
惜
分
一
（
借
入
金
）
と
諸
方
貸
付
（
貸
代
金
）
よ
り
な
る
が
、
両
者
の
額
と
も
時
代
が
下
が
る
に

し
た
が
っ
て
埋
加
し
、
文
政
十
一
年
よ
り
一

0
0
貫
台
、
同
十
二
年
以
降
は
二

0
0貫
台
と
な
り
、
さ
ら
に
嘉
永
冗
年
以
降
は
五

0
0貫

久

兵

衛

殿

博

多

屋

文
政
元
戊
寅
年
十
―
―
月

幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察

(59) 

同
家
の
経
営
内
容
を
示
す
「
積
暑
」
（
店
卸
帳
）
に
よ
れ
は

（
第
五

さ
ら
に
万
延
二
年
（
文
久
元
）
に

神

屋
芝

岡

式

右

衛

門女

園

物

集

松
平
左
衛
門
尉
内

⑲ 

祖
父
平
八
・
親
三
郎
右
衛
門
、
是
迄
出
精
相
勤
、
猶
又
其
許
儀
格
別
致
精
勤
候
付
、
加
扶
持
弐
人
都
合
五
人
扶
持
被
相
送
候
、
此
段
可

巾
達
旨
被
申
付
候
、
以
上
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第5表 「積書jの分析を通じてみた広瀬家の経営内容

貫
0003

 
拝借分（｛昔入金）

諸｝i貸付（貸付金）

2,500 

2,000 

1,500 

I, 000 

500 

l
g
V

ー

[i I[ ＝ニニ：苔二四五七八九。二塁ー 四五」・：：jLOー：四翡＿ 四： 四五 姦＿ 1'!l L 孔／：：旦
〔註〕 広瀬家「積書」（文化10年より慶応 3年まで）による。

誰礫語杵足祖た心択慕刈聴..¥JO窒逃獣呈梱條
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幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察(60) 

台
（
借
入
金
11
五
八
〇
貫
余
、
貨
付
金
11
七
0
九
貫
余
）
、
安
政
元
年
以
降
は
一
、

0
0
0貫
台
（
借
入
金
11-
、
0
五
五
貫
余
、

六一
t

亭
網
）
へ
と
拡
大
し
、

貸
付
金

11
一
、
ニ

慶
応
―
―
一
年
に
お
い
て
は
借
入
金
が
二
、
七
―

1
0
貫
余
、

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
両
者
の
差
額
も
増
加
し
、
文
化
十
四
年
よ
り
文
政
九
年
ま
で
と
同
十
二
年
は
、
借
入
金
が
貸
付
金
よ
り
大
で
あ
っ

た
が
、
文
政
十
・
十
一
年
お
よ
び
天
保
元
年
以
降
は
、
両
者
の
関
係
が
逆
転
し
、
弘
化
二
年
以
降
は
両
者
の
菜
額
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
一

0
0
貰
台
と
な
り
、
安
政
元
年
以
降
は
―

1
0
0貫
台
、
同
四
年
以
降
は
三

0
0貫
台
に
拡
大
、
一
時
―

|
1
1
0
0
貫
台
を
へ
て
、
慶
応
三

(62) 

年
の
三
六

0
貫
余
に
蕊
す
る
（
以
上
は
銀
立
）
。

以
上
の
広
瀬
家
に
お
け
る
桁
入
金
・
貸
付
金
の
操
作
に
よ
る
経
営
方
法
と
、
両
者
お
よ
び
＂
ー
ハ
頷
の
増
加
は
、
そ
の
ま
ま
同
家
の
経
営
規

模
・
活
動
範
囲
の
拡
大
と
利
潤
蓄
稲
を
示
す
も
の
で
、

(63) 

町
黛
）
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

貸
付
金
の
多
く
は
大
名
貸
を
は
じ
め
天
領
11
田
内
外
の
商
人
・
農
民
に
貸
付
（
在

大
名
貸
の
相
手
は
、
広
瀕
家
と
扶
持
関
係
を
結
ん
だ
前
記
諸
藩
の
ほ
か
に
、
喪
後
の
日
出
藩
、
筑
後
の
柳
河

藩
、
肥
剖
の
唐
津
藩
、
肥
後
の
熊
本
藩
、
豊
前
の
中
津
藩
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
御
用
達
・
大
名
貸
を
通
じ
て
広
瀬
家
と
関
係
を

も
っ
た
九
州
諸
藩
は
三
四
藩
巾
―

1
0
藩
に
お
よ
び
、
大
藩
で
関
係
が
な
か
っ
た
の
は
佐
賀
藩
と
鹿
児
島
藩
の
み
で
あ
っ
た
。

次
に
借
入
金
は
、
郡
代
か
ら
の
公
儀
預
り
銀

(11
公
金
預
）
・
大
名
預
・
在
町
預
・
一
族
頂
よ
り
構
成
さ
れ
た
が
、
中
心
を
な
す
も
の
は

(64) 

公
金
預
で
、
一
文
化
十
一
年
以
降
五

0
％
を
越
え
る
年
が
七
年
、
四
O
O
I
I
O
台
が
九
年
、
三

0
％
か
一
四
年
存
在
す
る
。
そ
の
内
容
は
岡
川
代

(65) 

官
の
延
享
二
年
の
新
法
に
お
い
て
新
設
さ
れ
た
百
姓
助
合
石
代
銀
（
助
合
穀
銀
と
も
い
う
）
の
ほ
か
、
年
真
銀
・
御
用
金
銀
よ
り
な
り
、
化

(66) 

政
期
は
百
姓
助
合
石
代
銀
を
主
と
し
、
天
保
期
は
年
頁
銀
が
中
心
と
な
り
、
文
化
・
慶
応
期
に
は
御
用
金
銀
が
急
激
に
増
加
す
る
。
そ
の

嵩
味
で
、
岡
田
代
官
の
公
金
貸
付
政
策
を
相
杵
と
す
る
年
貢
増
徴
政
策
は
、
化
政
段
階
ま
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

で
恙
よ
う
。
大
名
預
は
大
名
か
ら
の
預
銀
、
在
町
禎
は
商
人
・
農
民
か
ら
の
預
銀
を
不
し
、

す
る
が
、

一
族
預
は
広
瀕
家
一
族
か
ら
の
預
銀
を
意
味

(67) 

そ
の
な
か
に
淡
窓
・
旭
荘
•
青
邸
・
林
外
な
ど
咸
宜
園
の
関
係
者
を
合
ん
で
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
広
瀬
家
の
経
営
に
お
け
る
利
澗
の
抽
出
方
法
ぱ
、
借
入
金
・
貸
付
金
の
操
作
に
よ
る
流
通
過
程
か
ら
の
収
入
を
巾
心

貸
付
金
が
三
、

0
八
一
貫
に
達
し
て
い
る
。

一方、
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幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察

も
と
め

久
兵
衛
の
兄
求
馬
（
淡
窓
）
が
従
来
の
私
塾
（
桂
林
園
）
を
堀
田
村
に
移
し
、

足
さ
せ
た
の
は
、
塩
谷
郡
代
入
部
の
ま
さ
に
そ
の
年
（
文
化
十
四
年
）
、
に
あ
た
り
、
久
兵
衛
は
淡
窓
に
対
し
て
盛
ん
に
塩
谷
郡
代
と
の
接
触

を
す
す
め
、

こ
う
し
て
、
郡
代
権
力
と
広
源
家
は
久
兵
衛
・
淡
窓
の
二
つ
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
、

そ
れ
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

い
わ
ゆ
る
咸
宜
園
を
発

(68) 

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
千
原
家
の
酒
遣
業
、
森
家
の
製
蠍
業
の
よ
う
に
、
他
に
有
力
な
自
己
資
本
の
蓄
積
手
段
を
も
た
な
い
広
穎
家
は
、

こ
れ
ら
の
掛
屋
商
人
に
比
べ
て
、
よ
り
流
通
過
程
に
密
着
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
広
瀬
家
の
土
地
所
有
は
、
天
保
六
年
の
段
階
で
屋
敷

五
ヵ
所
、
田
畑
五
九
石
八
斗
七
升
弐
合
弐
勺
を
有
す
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
を
同
年
に
お
け
る
千
原
家
の
一
六
四
石
六
斗
七
升
八
石
に
比
較

す
る
と
半
分
に
充
た
ず
（
千
原
家
は
天
保
七
年
以
降
十
四
年
ま
で
に
八
0
石
三
斗
六
升
二
合
の
土
地
を
集
積
し
て
二
四
五
石
四
升
と
な
り
、
慶
応
一
一
一
年
ま

(69) 

で
に
三
五
五
石
八
斗
一
升
二
合
の
土
地
を
集
積
す
る
）
、
そ
れ
だ
け
に
郡
代
権
力
に
よ
り
密
着
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

文
政
四
年
郡
代
に
昇
進
）
は
、
従
来
の
高
年
貢

文
化
十
四
年
、
三
河
口
氏
に
代
わ
っ
て
日
田
に
新
し
く
入
部
し
た
塩
谷
代
官
（
大
四
郎
正
義

政
策
を
維
持
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
河
川
の
改
修
・
埋
立
、
新
田
開
発
を
実
施
し
た
が
、
こ
れ
に
際
し
て
、
広
源
久
兵
衛
は
全
面
的
に
協

力
し
て
事
業
の
有
力
な
推
進
者
と
な
っ
た
。
文
政
六
年
の
小
ケ
瀬
井
手
の
開
盤
、
同
八
年
の
三
隈
川
・
中
城
川
の
通
船
工
事
が
著
名
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
年
貢
米
の
ほ
か
諸
物
資
の
筑
後
方
面
へ
の
輸
送
が
便
利
と
な
り
、
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
、
久
兵
衛
は
塩
谷
郡
代
か
ら
荷

(70) 

積
船
一
五
艘
株
を
与
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
久
兵
衛
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は
新
田
開
発
工
事
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
有
名
な
の
が

文
政
九
年
の
豊
後
国
東
郡
の
呉
崎
新
田
の
開
発
で
、
形
式
は
郡
請
負
新
田
で
あ
っ
た
が
、
実
質
は
出
資
者
久
兵
衛
の
町
人
請
負
新
田
で
あ

(

7

1

)

(

7

2

)

 

っ
た
。
そ
の
ほ
か
文
政
八
年
の
巌
保
新
田
、
同
九
年
の
久
兵
衛
新
田
を
、
あ
る
い
は
主
と
な
り
あ
る
い
は
独
力
で
開
発
し
、
塩
谷
郡
代
に

よ
る
新
田
開
発
政
策
を
強
力
に
推
進
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
久
兵
衛
は
塩
谷
郡
代
の
忠
実
な
政
策
推
進
者
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郡
代
権
力
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
。
彼
が
塩

(73) 

谷
郡
代
に
よ
っ
て
、
城
内
筋
の
中
城
・
堀
田
両
村
、
遅
れ
て
津
江
筋
中
西
村
の
庄
屋
に
任
命
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

い
っ
そ
う
密
接
に
な
っ
て
い
っ
た
。
塩
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谷
郡
代
の
淡
窓
へ
の
接
近
は
、
咸
宜
園
を
支
配
下
に
お
き
、
か
つ
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郡
代
権
力
を
強
化
す
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が

あ
っ
た
が
、
や
が
て
そ
れ
は
、
咸
宜
園
の
教
育
と
そ
の
内
容
に
対
す
る
介
入
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
淡
窓
は
「
官
府
之

難
」
と
表
現
し
「
歎
息
二
余
ア
リ
」
と
受
け
と
め
て
い
る
。
し
か
し
、
広
穎
家
一
族
の
な
か
で
、
本
家
久
兵
衛
が
軍
要
な
位
磁
を
占
め
、

塩
谷
郡
代
か
ら

そ
の
資
産
が
重
大
な
意
味
を
も
つ
以
上
、
か
つ
久
兵
衛
自
身
、
淡
窓
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、

(77) 

「
寵
遇
ヲ
ウ
ケ
、
諸
役
関
ラ
サ
ル
所
ナ
シ
」
と
い
う
状
態
の
な
か
で
は
、
淡
窓
の
郡
代
権
力
と
の
接
触
も
や
む
を
え
な
か
っ
た
も
の
と
思

そ
の
「
オ
幹
ヲ
以
テ
」

利
潤
を
抽
出
し
え
た
の
は
、

以
上
の
よ
う
に
、
広
瀬
家
を
は
じ
め
と
す
る
日
田
の
掛
屋
商
人
が
、
九
州
諸
藩
の
御
用
達
と
な
り
大
名
貸
を
お
こ
な
っ
て
、
最
大
限
の

い
う
ま
で
も
な
く
、
諸
藩
の
財
政
窮
乏
を
間
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

注
日
す
べ
き
こ
と
は
、
幕
藩
制
後
期
に
お
け
る
諸
藩
の
財
政
窮
乏
の
進
行
の
な
か
て
、
大
名
貸
の
担
い
手
か
、
幕
藩
制
初
・
巾
期
以
来

の
天
王
寺
屋
・
鴻
池
屋
を
は
じ
め
と
す
る
大
阪
の
掛
屋
商
人
へ
の
集
巾
方
式
か
ら
、
こ
の
期
に
地
元
九
州
に
お
け
る
天
領
日
田
の
掛
屋
商

人
へ
と
拡
散
・
移
行
し
つ
つ
あ
る
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
合
窓
藩
制
後
期
に
お
け
る
市
場
構
造
の
変
化
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
地
方

金
融
市
場
の
拾
頭
と
い
う
条
件
の
な
か
で
、
貸
手
で
あ
る
大
阪
の
掛
屋
商
人
が
経
営
内
部
の
態
勢
整
術
の
た
め
、
貸
付
金
の
不
良
賓
荏
化

(78) 

を
整
理
し
、
貸
付
先
を
選
別
し
て
、
条
件
の
悪
い
藩
を
疎
外
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
伯
手
で
あ
る
九
州
の
諮
大
名
が

辺
境
と
い
う
地
理
的
条
件
の
な
か
で
、
財
政
窮
乏
の
深
化
に
と
も
な
い
、
最
寄
り
の
金
融
市
場
に
銀
主
を
求
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
天
領
日
田
の
掛
屋
商
人
を
銀
主
と
し
た
九
州
の
諸
藩
が
、
福
岡
・
熊
本
両
藩
以
外
、
伺
れ
も
巾
央
金
融
巾
楊
の
商

(79) 

こ
の
間
の
事
情
が
雄
弁
に
物
語
ら
れ
て
い
る
。

人
に
と
っ
て
、
経
済
的
信
用
の
薄
い
巾
小
藩
を
巾
心
と
し
た
と
こ
ろ
に
、

一
方
、
佐
賀
藩
や
犀
児
島
藩
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
西
南
雄
藩
が
天
領
日
田
の
掛
屋
商
人
と
極
め
て
関
係
が
薄
い
と
い
う
こ
と
は
、
羞
藩
制

わ
れ
る
。

四
日
田
商
人
と
九
州
諸
藩

幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察
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幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
滞
と
の
関
係
史
的
考
察

広
瀬
家
が
も
っ
と
も
早
く
御
用
達
を
つ
と
め
た
豊
後
の
府
内
藩
に
お
い
て
は
、
文
化
元
年
、
青
筵
専
売
制
の
採
用
に
と

も
な
い
濫
発
し
た
銀
札
騒
動
（
文
政
元
年
）
に
よ
っ
て
必
然
化
し
た
極
度
の
防
政
難
を
打
解
す
る
た
め
、
天
保
十
一
年
、
藩
財
政
の
立
て

直
し
を
広
瀬
久
兵
衛
に
依
頼
す
る
。
改
革
派
の
家
老
岡
本
主
米
は
久
兵
衛
に
宛
て
た
書
閃
の
な
か
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

今
般
旦
那
勝
手
向
必
至
差
支
二
付
、
無
余
儀
改
革
存
立
、
諸
向
偕
用
方
猟
理
成
及
相
談
、
就
而
者
蔵
元
銀
主
も
抵
之
様
成
候
間
、
此
間

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
一

頼
談
申
置
侯
通
、
日
田
表
を
後
循
に
改
革
取
懸
り
候
閻
、
江
戸
表
月
用
家
中
扶
助
等
之
儀
、
無
差
支
様
御
批
話
偏
二
頼
入
候
、
随
而
御

出
金
為
取
締
、
其
許
当
表
江
態
々
出
張
有
之
儀
二
付
、
当
秋
よ
り
の
収
納
者
勿
議
、
米
金
出
入
操
巻
之
儀
者
、
一
切
其
許
江
致
委
任

候
、
右
二
付
旦
那
墨
付
を
も
申
睛
相
設
侯
契
約
二
候
処
、
若
城
不
致
候
而
者
、
難
取
計
儀
二
付
、
夫
迄
銀
主
中
為
安
心
、
此
一
札
相
渡

府
内
藩

い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

ら
に
は
財
政
改
革
↓
藩
政
改
革
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。

の
構
造
的
特
質
に
規
定
さ
れ
た
債
別
藩
の
経
済
主
体
（
非
狼
自
的
な
大
名
領
鳳
の
再
生
産
構
造
）
を
回
復
す
る
た
め
の
領
国
単
位
の
藩
政
改
革

↓
領
国
経
済
の
自
給
体
制
の
強
化
・
自
立
化
の
動
き
と
密
接
な
閲
連
を
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
一
八

(80) 

恨
紀
後
半
の
藩
政
改
革
に
お
い
て
は
、
改
革
の
基
調
を
「
御
有
米
だ
け
を
以
、
万
御
泄
方
被
相
済
」
と
い
う
年
真
米
を
中
心
と
す
る
財
政

(81) 

構
造
の
再
建
に
お
き
、
「
大
坂
御
廻
米
被
相
止
、
於
御
国
許
御
売
被
成
」
と
い
う
恩
想
の
も
と
に
、
中
央
市
勘
・
商
人
か
ら
の
一
定
度
の

(82) 

離
脱
を
お
こ
な
い
、
「
御
国
中
之
潤
」
を
助
成
す
る
た
め
、
六
府
方
を
設
懺
し
て
、
国
産
品
の
育
成
・
使
用
を
奨
励
し
た
の
で
あ
る
。
個

別
藩
に
お
け
る
経
済
主
体
の
回
復
は
、
こ
の
よ
う
に
一
八
世
紀
後
半
の
藩
政
改
革
を
通
じ
て
準
備
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
止
揚
し
た

l

九

し
か
し
、

深
化
に
と
も
な
っ
て
、

世
紀
の
藩
政
改
革
を
通
じ
て
具
体
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
一
部
の
西
南
雄
藩
を
除
い
て
、
天
領
日
田
の
掛
屋
商
人
と
九
州
諸
藩
と
の
結
合
は
、
詰
藩
に
お
け
る
財
政
窮
乏
の

い
っ
そ
う
密
接
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
閃
係
は
、
御
用
達
・
大
名
貸
か
ら
藩
財
政
へ
の
関
与
、
専
売
支
配
、
さ

そ
こ
で
次
に
、
以
上
の
諸
点
に
つ
い
て
、
広
瀬
家
と
も
っ
と
も
関
係
の
深
い
府
内
藩
・
対
島
藩
（
肥
前
川
代
領
）
•
福
岡
藩
の
場
合
に
つ
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対
馬
藩
（
肥
前
田
代
領
）

広

瀬

久

兵

衛

殿

す
な
わ
ち
、
府
内
藩
は
天
保
改
革
に
際
し
て
、
年
＝
貝
収
納
を
は
じ
め
藩
財
政
の
一
切
を
久
兵
衛
に
委
任
し
た
の
で
あ
る
。
「
蔵
元
銀
主

も
拙
之
様
成
候
間
、
此
閻
頼
談
申
置
候
遥
、
日
田
表
を
後
楯
に
改
革
取
懸
候
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
天
領
日
田
の
掛
屋
商
人
に
対

す
る
九
州
小
藩
の
依
存
体
制
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
告
る
。
し
か
も
そ
れ
が
、
府
内
藩
に
お
け
る
青
筵
惣
支
配
を
目
的
と
し
た
鵡
池
の
出

銀
差
控
え
と
い
う
事
態
に
対
応
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
財
政
危
機
に
直
面
し
た
九
州
小
藩
の
お
か
れ
た
立
場
が
如
実
に
示
さ
れ

て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
幕
藩
制
金
融
市
場
構
磁
の
変
化
に
対
応
す
る
中
央
市
場
の
商
人
か
ら
地
方
市
場
の
商
人
へ
の
切
換
え
、
そ
れ

こ
う
し
て
、
久
兵
衛
は
岡
本
ー
広
瀕
ラ
イ
ン
に
よ
る
改
革
路
線
の
も
と
で
、
同
十
三
年
よ
り
改
革
を
実
施
し
、

ま
ず
銀
札
場
を
引
訪
て

財
政
の
実
権
を
掌
握
し
、
青
雄
専
売
制
の
改
革
と
藩
営
生
蝋
会
所
の
設
置
を
二
本
建
と
す
る
財
政
改
革
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。
前
者
の

改
革
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
販
売
政
策
に
お
い
て
、
従
来
の
大
阪
依
存
体
制
か
ら
江
戸
直
送
体
制
を
確
立
し
た
こ
と
で

(84) 

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
幕
藩
制
後
期
に
お
け
る
市
場
（
命
融
・
商
品
）
構
造
は
、
地
方
金
謙
市
場
の
拾
頭
、
地
廻
り
経
済
の
展
開
お
よ
び
藩

専
売
商
品
の
江
戸
へ
の
直
送
等
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
、
全
国
中
央
市
場
に
占
め
る
大
阪
の
機
能
を
攪
乱
し
、
そ
の
地
位
を
低
下
せ
し

め
る
の
で
あ
る
。

久
兵
衛
が
府
内
藩
と
と
も
に
財
政
改
革
を
断
行
し
た
と
こ
ろ
に
対
馬
藩
の
肥
訓
田
代
領
が
あ
る
。
対
馬

藩
が
田
代
領
を
領
有
し
た
の
は
慶
長
四
年
で
あ
り
、
朝
鮮
の
役
に
お
け
る
軍
功
に
対
す
る
忍
賞
と
し
て
宛
行
わ
れ
た
薩
摩
出
水
郡
一
万
石

の
替
地
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
、
肥
前
東
部
の
某
鄭
一
郡
と
養
父
呼
郡
よ
り
な
る
。
慶
長
十
年
―
-
、
八

0
0
石
加
増
さ
れ
た
が
、
寛
永

十
二
年
、

II
柳
川
事
件
II

に
よ
っ
て
家
臣
柳
川
調
輿
の
所
領
園
部
一
、

0
0
0
石
が
没
収
と
な
っ
た

Q

し
か
し
、
正
徳
元
年
一
、
五
六
五

に
依
存
す
る
藩
政
改
革
の
実
施
で
あ
る
。

七
月

侯
処
、
伯
而
如
件
（
傍
点
筆
者
）

幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察

岡

本

主

米

⑮
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落
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察

っ
て
、

福
岡
藩

(85) 

が
遠
付
さ
れ
、
日
代
領
の
石
高
は
一
万
三
、
四

0
二
石
と
な
り
幕
末
に
至
っ
た

Q

耕
地
に
乏
し
く
朝
鮮
貿
易
に
依
存
し
て
恙
た
対
馬
藩
に
と

そ
の
貿
易
の
衰
退
は
、
こ
の
築
紫
平
野
の
一
部
を
占
め
る
田
代
領
の
位
置
を
高
か
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

対
馬
藩
に
お
い
て
は
、
天
明
期
よ
り
藩
財
政
再
建
の
た
め
の
藩
政
改
革
が
実
施
さ
れ
る
が
、
田
代
領
に
お
い
て
も
、
領
内
の
富
商
に
対

(86) 

す
る
御
用
達
取
立
が
開
始
さ
れ
、
文
政
期
に
入
る
と
、
積
極
的
な
財
政
収
入
の
増
加
策
と
し
て
皿
山
仕
法
が
断
行
さ
れ
る
。
対
馬
藩
に
お

い
て
は
、

こ
の
田
代
領
に
お
け
る
皿
山
仕
法
の
借
財
整
理
に
つ
い
て
久
兵
衛
を
起
用
す
る
が
、
す
で
に
川
代
領
と
広
瀬
家
と
の
関
係
は
父

(87) 

三
郎
右
衛
門
の
段
階
よ
り
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
久
兵
衛
は
、
文
化
十
一
年
資
金
融
通
に
つ
苔
―
―
―
俵
を
与
え
ら
れ
、
つ
い
で
文
政
八
年
に

(88)

（

89) 

は
三
俵
を
追
加
さ
れ
、
さ
ら
に
天
俣
六
年
に
は
、
借
財
整
理
に
努
力
し
た
功
績
に
よ
り
、
そ
の
身
一
代
米
五
俵
を
与
え
ら
れ
た
。

山
代
領
と
久
兵
衛
と
の
関
係
は
、
田
代
銀
札
の
整
理
を
め
ぐ
っ
て
本
栴
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、
久
兵
衛
は
、
弘
化
元
年
よ
り
対
馬
藩
の

依
頼
を
う
け
て
、
田
代
銀
会
所
の
経
営
を
引
請
け
、
流
通
困
難
と
な
っ
た
田
代
銀
札
の
整
狸
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
嘉
永
五
年
に
は
、
銀

(90) 

会
所
•
生
蠍
会
所
の
座
心
と
な
っ
て
財
政
改
革
を
断
行
し
、
田
代
領
の
財
政
再
建
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
田
代
領
内
の
生

(91) 

蝋
は
す
べ
て
会
所
へ
上
納
さ
れ
、
久
兵
衛
の
名
（
＠
）
を
も
っ
て
中
央
市
場
（
こ
の
場
合
は
大
阪
と
江
戸
）
へ
販
売
さ
れ
た
。

以
上
は
、
日
田
掛
屋
商
人
に
よ
る
小
藩
お
よ
び
離
島
藩
の
飛
地
に
お
け
る
藩
政
・
財
政
改
革
の
模
様
で
あ
る
が
、
九
州
に
お
け
る
大
藩

で
あ
る
福
岡
藩
も
、
藩
財
政
の
立
て
直
し
を
日
田
掛
屋
商
人
に
依
頼
し
て
い
る
。
そ
こ
で
次
に
福
岡
藩
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

西
南
雄
藩
の
一
っ
福
岡
藩
は
、
巾
期
以
降
財
政
窮
乏
を
つ
け
、
領
内
外
の
銀
主
に
対
し
て
膨
大
な
藩
債
を
生
じ
た
が
、
藩

財
政
再
建
の
た
め
の
有
効
な
借
銀
整
理
策
が
実
施
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
弘
化
・
嘉
永
期
に
は
財
政
窮
乏
の
柩
に
逹
し
た
。
日
田
掛
屋
商
人

の
な
か
で
、
栢
岡
藩
と
も
っ
と
も
関
係
が
深
か
っ
た
の
は
千
原
家
（
丸
屋
）
で
あ
り
、
す
で
に
明
和
年
間
御
用
達
に
任
命
さ
れ
、
領
外
銀
主

(93) 

の
一
人
と
し
て
資
金
調
達
を
し
て
き
た
が
、
福
岡
藩
は
弘
化
・
喜
永
期
の
財
政
危
機
に
際
し
て
久
兵
衛
を
起
用
し
財
政
改
革
に
あ
た
ら
せ

た
の
で
あ
る
。
久
兵
衛
が
起
用
さ
れ
た
理
由
は
、
府
内
藩
や
田
代
領
に
お
け
る
実
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
福
岡
藩
と
久

(94) 

兵
衛
と
の
闘
係
は
、
大
名
貸
を
通
じ
て
、
す
で
に
天
保
末
年
よ
り
開
姐
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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示
さ
れ
て
い
る
。

(95) 

嘉
永
二
年
、
久
兵
衛
の
弟
三
右
衛
門
は
生
蠍
仕
組
に
つ
い
て
福
岡
藩
に
建
言
、
久
兵
衛
は
翌
三
年
福
岡
藩
に
出
向
し
て
改
革
意
見
書
を

提
出
し
、
生
娠
会
所
を
改
革
し
て
領
内
の
生
蠍
を
買
集
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
新
藩
札
を
発
行
し
て
、
福
岡
藩
の

財
政
再
建
に
あ
た
っ
た
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
久
兵
衛
が
総
元
締
と
な
り
、
福
岡
藩
の
御
用
商
人
を
そ
の
支
配
下
に
お
い
て
、
領
内
の

(97) 

生
蠍
を
買
上
さ
せ
、
大
阪
の
蔵
元
炭
屋
を
通
じ
て
販
売
す
る
「
一
手
売
捌
」
体
制
を
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
売
捌
体
制
に
対
し
て

は
、
従
来
領
内
の
生
蠍
を
買
集
め
、
大
阪
の
生
蝋
問
屋
に
販
売
し
て
き
た
福
岡
藩
御
用
商
人
の
反
対
を
う
け
、
結
局
、
久
兵
衛
は
安
政
四

(98) 

年
に
福
岡
藩
の
財
政
改
革
か
ら
手
を
引
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
に
、
府
内
藩
や
田
代
領
と
異
な
り
、
雄
藩
に
お
け
る
財
政
改
革
の
困
難

性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
時
的
に
せ
よ
、
福
岡
藩
が
財
政
危
機
に
際
し
て
、
藩
の
改
革
主
体
を
久
兵
衛
に
一
任
し
、
財
政
改
革
を
お
こ
な
わ
せ
た
こ

と
は
注
目
に
価
す
る
。
こ
の
点
、
佐
賀
・
鹿
児
島
藩
な
ど
の
雄
藩
や
討
幕
派
の
中
小
藩
に
お
け
る
藩
政
改
革
の
路
線
と
対
鮨
的
傾
向
を
示

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
ら
に
も
、
福
岡
藩
が
大
藩
で
あ
り
な
が
ら
、
明
治
維
新
に
際
し
て
い
わ
ゆ
る
雄
藩
た
り
え
な

か
っ
た
理
由
の
―
つ
が
伏
在
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
久
兵
衛
が
手
を
引
い
た
あ
と
の
福
岡
藩
の
生
蠍
仕
組
は
、
久
兵
衛
の
改
革

仕
法
に
反
対
し
た
同
藩
の
御
用
商
人
1
1
生
蠍
問
屋
に
実
権
が
移
行
し
、
福
岡
藩
は
こ
れ
ら
問
屋
層
に
依
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
蠍
を
買

巣
め
る
と
い
う
よ
う
に
、
は
る
か
に
後
退
し
た
形
で
存
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
幕
末
福
岡
藩
に
お
け
る
藩
権
力
の
在
り
方
が

以
上
、
広
瀬
家
と
府
内
藩
・
対
馬
藩
（
肥
前
田
代
領
）
•
福
岡
藩
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
日
田
掛
屋
商
人
と
九
州
諸
藩
と
の

関
係
は
、
御
用
達
・
大
名
貸
．
献
金
等
を
除
い
て
、
広
瀬
家
が
も
っ
と
も
深
い
関
係
を
有
し
、
専
売
支
配
か
ら
財
政
改
革
↓
藩
政
改
革
に

ま
で
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
久
兵
衛
の
オ
覚
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
天
領
日
田
の
商
業
資
本
と

し
て
、
千
原
家
・
森
家
・
草
野
家
ら
よ
り
遅
く
出
発
し
、
か
つ
自
己
資
本
の
有
力
な
蓄
積
手
段
を
も
た
ず
、
そ
の
た
め
に
、
権
力
（
こ
の

場
合
は
郡
代
権
力
）
と
密
着
し
て
流
通
過
程
か
ら
利
潤
を
抽
出
し
よ
う
と
し
た
広
瀬
家
の
経
営
路
線
の
発
展
策
と
し
て
把
え
る
こ
と
が
で
ぎ

し
か
し
、

幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察
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暮
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察

る
。
那
代
権
力
と
密
着
し
た
広
瀬
家
は
、
そ
れ
を
バ
ッ
ク
に
藩
権
力
と
結
合
し
利
潤
を
抽
出
し
て
い
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
場
合
も
、
府

内
藩
•
田
代
領
に
お
い
て
そ
の
例
を
み
る
よ
う
に
、
単
に
青
筵
•
生
螺
等
の
専
売
制
の
改
革
に
と
ど
ま
ら
ず
、
銀
札
場
な
い
し
銀
会
所
そ

の
も
の
の
経
営
を
引
訥
け
、
財
政
の
実
権
を
掌
握
し
な
が
ら
、
樹
政
改
革
↓
藩
政
改
革
を
断
打
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
銀
札
整
雌

lI流

通
過
程
の
改
革
に
乎
点
か
お
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
こ
の
点
、
福
岡
滞
に
お
け
る
新
藩
札
の
発
行
も
例
外
で
は
な
い
。

な
お
、
小
倉
藩
も
幕
末
に
↑
っ
て
、
け
藩
の
御
用
達
で
あ
る
千
原
家
に
年
貢
米
・
国
産
品
の
販
売
お
よ
び
売
ヒ
代
傘
の
取
扱
い
を
委
託

し
、
こ
れ
を
引
当
に
多
類
の

11
田
金
を
借
金
し
た
が
、
同
藩
の
日
田
金
借
金
は
、
慶
応
二
年
、
第
二
次
長
州
征
伐
に
際
し
て
お
こ
な
わ
れ

た
い
わ
ゆ
る
小
倉
戦
争
に
お
い
て
そ
の
頂
点
に
達
し
た
。
「
千
原
家
文
エ
ロ
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
の
温
達
金
は
一
一
万
九
、
一

1

―
―
五
円
と

(
l
D
O
)
 

な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
際
の
伯
入
金
は
ほ
と
ん
ど
返
済
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
明
治
新
政
府
に
受
継
が
れ
た
の
て
あ
る
。

明
治
元
年
一
月
、
戊
辰
戦
争
が
勃
発
す
る
や
、
前
述
し
た
四
国
筋
最
後
の
郡
代
窪
田
鎖
勝
は
、
尊
攘
派
の
草
非
隊
で
あ
る
花
山
院
隊
の

(
1
0
1
)
 

四
日
市
陣
屋
の
襲
撃
、
つ
づ
く
II
御
許
山
の
義
挙
II

の
報
に
接
し
、
日
田
陣
屋
を
放
稟
し
て
肥
後
に
逃
亡
し
た
。
こ
う
し
て
、
寛
永

1
六

年
、
日
田
が
代
官
支
配
地
と
な
っ
て
よ
り
連
綿
と
し
て
つ
づ
い
た
代
官
・
郡
代
に
よ
る
支
配
体
制
は
、
あ
え
な
く
崩
製
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
契
機
に
、

の
煩
向
と
は
う
ら
は
ら
に
、

近
世
後
期
、
豊
後
・
豊
前
・
日
向
・
肥
前
・
肥
後
・
筑
前
・
筑
後
の
七
ヵ
国
に
存
在
す
る
九
州
天
領
は
、
大
名
領
国
の
定
着
・
同
定
化

日
田
・
長
崎
両
代
官
所
を
基
軸
に
激
し
く
流
動
す
る
が
、
そ
の
中
心
は
日
田
代
官

結 ま
ず
隣
藩
で
あ
る
森
藩
の
軍
隊
か
直
ち
に
日
田
に
乗
り
込
ん
で
陣
屋
を
占
領
し
、
「
為
朝
廷
久
留
島
伊
予
守
守
衛
地
」

と
い
う
高
札
を
立
て
た
が
、
つ
づ
い
て
久
柑
米
•
福
岡
・
肥
後
諸
藩
の
軍
隊
が
日
田
に
侵
入
し
、
最
後
に
鹿
児
島
藩
の
軍
隊
が
侵
入
し
て

(
1
0
3
)
 

言
た
。
今
や
日
田
は
明
治
維
新
に
お
け
る
各
藩
の
軍
資
金
調
達
の
場
と
化
し
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
、
そ
の
実
権
は
窟
児
島
藩
の
掌
握

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
所
属
を
め
ぐ
っ
て
、

び
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そ
こ
で
の
特
称
的
な
掛
屋
商
人
が
金
融
面

(11
日
田
金
）
を
通
じ
て
、

内
に
お
け
る
政
治
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
も
確
立
す
る
。

由
来
、
近
世
初
頭
、
す
ぐ
れ
て
政
治
的
目
的
を
も
っ
て
設
定
さ
れ
た
九
州
天
領
は
、
軍
役
体
系
の
整
備
と
鎖
国
体
制
の
完
成
に
よ
る
領

主
間
矛
盾
↓
政
泊
的
緊
張
の
解
消
の
な
か
で
、
代
官
支
配
に
よ
る
よ
り
純
粋
に
年
貢
米
徴
収
を
目
的
と
す
る
天
領
へ
と
変
化
す
る
が
、
後

期
に
お
け
る
九
州
天
領
、
と
く
に
そ
の
中
核
的
位
置
を
占
め
る
日
田
は
、
幕
藩
制
市
場
構
造
の
変
化
と
九
州
諸
藩
の
財
政
窮
乏
の
深
化
の

な
か
で
、
以
上
み
る
幕
府
の
年
貢
牧
取
地
と
し
て
の
天
領
一
般
の
性
格
に
加
え
て
、
九
州
に
お
け
る
地
方
金
融
市
場
へ
と
発
辰
す
る
。

幕
府
の
享
保
改
革
の
も
と
で
、
本
年
貢
の
培
徴
と
と
も
に
、
高
掛
物
以
下
の
付
加
税
に
対
す
る
貢
租
収
取
体
系
の
整
備
・
増
徴
と
い
う

形
で
推
巡
さ
れ
た
天
領
日
田
に
お
い
て
は
、
享
保
十
九
年
入
部
し
た
岡
田
代
官
、

つ
づ
く
揖
斐
郡
代
の
公
金
貸
付
政
策
を
禎
杯
と
す
る
年

貢
増
徴
政
策
に
よ
っ
て
、
小
百
姓
の
土
地
喪
失
の
み
な
ら
ず
、
庄
屋
層
を
中
心
と
す
る
村
方
地
主
は
経
営
の
危
機
に
頂
面
、
や
が
て
動
揺

・
後
退
す
る
が
、
こ
れ
と
は
う
ら
は
ら
に
、
代
官
・
郡
代
権
力
を
バ
ッ
ク
と
し
、
日
田
金

(11公
金
貸
付
）
を
槙
粁
と
す
る
掛
屋
商
人
は
、

こ
の
間
土
地
集
積
を
強
力
に
推
進
す
る
一
方
、
年
貢
米
銀
・
領
内
諸
商
品
の
収
納
・
販
売
お
よ
び
各
売
上
代
銀
の
保
管
の
ほ
か
、
年
貞
米

の
近
国
か
ら
の
買
替
納
、
大
名
貸
を
は
じ
め
と
す
る
諸
貸
付
を
お
こ
な
っ
て
大
商
人
に
発
展
し
、

と
も
な
っ
て
、

そ
の
一
部
は
庄
屋
に
任
命
さ
れ
て
、
村

天
領
日
田
が
九
州
に
お
け
る
地
方
傘
融
市
場
に
発
展
し
て
い
く
の
は
こ
の
過
程
に
お
い
て
で
あ
り
、
九
州
諸
藩
の
財
政
窮
乏
の
深
化
に

日
田
掛
屋
商
人
と
藩
極
力
と
の
結
合
は
い
っ
そ
う
進
行
す
る
。
こ
う
し
て
、
日
田
掛
屋
商
人
と
諸
藩
と
の
関
係
は
、
御
用

逹
・
大
名
貸
か
ら
藩
財
政
へ
の
関
与
、
専
売
支
配
、

こ
ろ
で
あ
り
、

さ
ら
に
財
政
改
革
↓
藩
政
改
革
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
と

そ
こ
に
近
世
後
期
に
お
け
る
天
領
日
田
の
位
箆
と
意
義
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
わ
ゆ
る
領
国
型
の
外
様
諸
藩
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
九
州
に
お
い
て
は
、
小
領
主
が
錯
綜
す
る
非
領
国
地
帯
に
お
け
る
よ
う
な
広
域

の
地
廻
り
経
済
（
関
東
）
は
展
開
せ
ず
、
こ
こ
で
は
、
既
述
し
た
諸
条
件
の
な
か
で
天
領
（
日
田
）
を
中
心
に
地
方
金
融
市
場
が
発
展
し
、

天
領
内
外
を
閻
わ
ず
土
地
を
集
積
し
、
大
名
支
配
を
実
現
し
た
こ

所
1
1
西
国
筋
郡
代
に
あ
っ
た
。

幕
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藩
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U

註】

と
は
、
大
阪
を
中
心
と
す
る
幕
藩
制
ilj場
構
造
の
大
ぎ
な
変
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

商
人
を
媒
介
と
せ
す
、
地
方
（
盆
融
）
市
場
に
お
い
て
実
現
し
、

っ
た
こ
と
の
意
味
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

直
送
体
制
を
確
立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

し
め
た
の
で
あ
る
。

と
く
に
大
名
と
領
外
利
貸
資
本
と
の
結
合
が
大
阪

か
つ
そ
れ
に
よ
っ
て
、
藩
政
改
革
↓
藩
経
済
政
策
の
辰
開
が
可
能
と
な

か
れ
ら
が
一
部
の
藩
に
お
け
る
財
政
改
革
・
藩
政
改
革
の
主
体
と
な
り
、
専
売
商
品
の
江
戸

こ
の
面
か
ら
も
、
全
国
中
央
市
場
に
占
め
る
大
阪
の
機
能
は
攪
乱
さ
れ
、
-
こ
の
地
位
を
低
下
せ

す
で
に
一
八
世
紀
に
お
け
る
藩
政
改
革
を
通
じ
て
、
借
銀
整
理
や
処
米
中
止
の
政
策
を
打
ち
出
し
、
中
央
市
場
・
商
人
か
ら
の
脱
却
を

実
視
し
よ
う
と
し
た
雄
藩
は
も
と
よ
り
、
領
国
経
済
の
自
給
体
制
を
強
化
し
、
同
産
品
の
保
護
・
奨
励
を
通
じ
て
、
個
別
藩
の
経
済
主
体

を
回
復
し
よ
う
と
し
た
中
小
藩
に
お
い
て
は
、
一
九
世
紀
の
滞
政
改
革
を
通
じ
て
、
み
ず
か
ら
の
政
治
主
体
を
形
成
し

(11藩
政
改
革
旅
の

成
立
）
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
農
村
・
経
済
政
策
を
展
開
し
、
藩
政
・
軍
制
改
革
を
断
行
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
幕
末
の
九
州
諸
藩
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
藩
が
も
つ
藩
制
の
構
造
特
質
と
そ
こ
で
の
固
有
の
矛
盾
の
展
開
に
対
応
し
な

が
ら
藩
政
改
革
を
断
行
す
る
が
、
こ
れ
を
占
場
構
造
・
領
外
利
貸
資
本
と
の
関
わ
り
あ
い
と
、
改
革
主
体
の
在
り
方
よ
り
検
討
す
る
と
、

改
革
主
体
を
領
外
利
貸
資
本
に
一
任
し
た
藩
と
、
み
ず
か
ら
の
政
治
主
体
に
よ
っ
て
改
革
し
た
藩
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
い
う
ま

で
も
な
く
、
後
者
の
憤
別
藩
に
お
け
る
政
治
主
体
の
形
成
が
、
や
が
て
幕
藩
制
下
に
お
け
る
新
た
な
政
治
主
体
の
形
成
↓
討
幕
派
の
成
立

と
連
合
と
な
り
明
治
維
新
に
帰
結
す
る
。

こ
う
し
た
新
た
な
政
治
情
勢
の
な
か
で
、
天
領
日
田
は
各
藩
の
軍
資
金
調
達
の
場
と
な
り
、
再
ひ
政
治
的
色
彩
を
濃
厚
に
し
な
が
ら
、

天
領
と
し
て
の
機
能
と
役
割
を
停
止
す
る
の
で
あ
る
。

(
1
)

「
乍
恐
以
青
付
御
訴
訟
申
上
候
事
（
延
享
三
年
）
」
（
『
豊
後
日
田
永
山
布
政
史
料
』
中
巻
所
収
）
、
籐
野
保
「
幕
藩
制
転
換
期
に
お
け
る
九
州
天

領
ー
田
沼
期
幕
政
と
の
関
連
を
通
じ
て
ー
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
」
一
八
号
）
参
照
。

(
2
)
い
わ
ゆ
る
日
田
金
に
つ
い
て
の
諸
説
の
批
判
と
箪
者
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
藤
野
保
前
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
八
号
掲
載
論
文
の
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註

(69)
参
照
。

(
3
)
揖
斐
政
俊
は
岡
田
俊
惟
の
次
男
で
俊
博
の
弟
に
あ
た
り
、
宝
暦
七
年
、
揖
斐
（
政
方
）
氏
の
養
子
と
な
っ
た
（
『
寛
政
璽
修
諸
家
讃
』
ニ
ー
ニ

九
一
）
。

(
4
)

『
應
川
実
紀
』
第
一
〇
篇
（
『
国
史
大
系
』
第
四
七
巻
所
収
）
―
-
五
三
ー
五
四
頁
、
乙
御
触
書
天
明
集
成
』
三
四
ー
ニ
、
四
六
三
号
。

(
5
)

『
天
明
令
典
永
鑑
」
（
「
国
会
図
書
館
」
所
蔵
）
三
四
巻
。

(
6
)

「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
（
「
千
原
家
文
書
」
所
収
）
、
藤
野
保
帥
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
八
号
掲
載
論
文
参
照
。

(
7
)
藤
野
保
「
近
世
後
期
に
お
け
る
九
州
天
領
農
村
の
構
造
」
（
『
森
克
己
拇
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
所
収
）
参
照
。

(
8
)

「
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
口
上
之
事
（
安
永
八
年
）
」
（
「
財
津
家
文
書
」
所
収
）
。

(
9
)
原
日
敏
丸
「
日
田
硲
領
に
お
け
る
都
市
と
農
村
の
社
会
・
経
済
的
構
造
に
関
す
る
一
考
察
」
（
宮
本
又
次
編
『
九
州
経
済
史
研
究
』
所
収
）
、
藤

野
保
前
掲
『
森
克
己
博
十
古
稀
記
念
諭
文
集
』
所
収
論
文
参
照
。

(10)

「
御
年
貢
米
銀
小
物
成
臨
時
物
皆
済
寄
帳
（
天
明
五
年
）
」
（
藤
山
村
）
、
「
文
政
四
年
当
己
御
免
割
高
附
帳
」
（
同
）
、
「
永
代
売
渡
申
山
祗
文
之
支

（
文
化
十
三
年
）
」
（
同
）
、
「
拾
年
切
家
屋
敷
酒
遮
違
具
賃
券
証
文
之
舌
＝
（
文
化
十
四
年
）
」
（
同
）
、
以
上
何
れ
も
「
財
津
家
文
書
」
所
収
。

(11)
遠
藤
正
男
『
日
本
近
世
廊
業
資
木
発
達
史
論
』
一
九
八
ー
―

1
0
一
貝
。

(12)

『
広
瀬
伝
譜
』
巻
一
。
日
田
掛
屋
商
人
の
一
人
広
瀬
久
兵
衛
は
、
城
内
筋
の
巾
城
・
堀
田
両
村
お
よ
ひ
津
江
筋
中
西
村
の
庄
屋
に
任
命
さ
れ
て

い
る
。

(13)
藤
野
保
郎
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』

i

八
号
掲
載
論
文
。

(14)

『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
四
（
『
淡
窓
全
集
』
上
巻
所
収
）
。

(15)

「
深
溝
記
略
」
・
「
三
浦
家
旧
記
」
、
『
豊
後
速
見
郡
史
』
一
八

0
頁
、
『
大
分
市
史
』
上
巻
五
六
一
頁
。

(16)

『
憾
旧
楼
筆
記
』
巻
四
、
石
川
準
吉
『
江
戸
時
代
代
官
制
度
の
研
究
』
八
七
三
ー
七
八
頁
。

(17)

「
県
令
譜
」
（
「
国
立
公
文
書
館
」
所
蔵
）
。

(18)
（19)

『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
一
三
、
『
豊
西
記
』
。

(20)

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
七

I
―
二
五
七
、
『
続
徳
川
実
紀
』
第
一
篇
（
『
国
史
大
系
』
第
四
八
巻
所
収
）
六
五
二
頁
、
「
県
令
譜
」
。

(
2
1
)『
懐
旧
楼
竿
記
』
巻
一
五
•
一
七
に
よ
る
と
、
三
河
口
輝
目
が
死
亡
し
た
の
は
文
化
十
年
て
、
二
年
後
の
同
十
二
年
に
は
じ
め
て
公
表
さ
れ
た

と
あ
る
。

(22)

『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
一
七
゜

幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察
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(23)

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
八
ー
一
、
三
九
一
一
、
『
豊
後
日
田
永
山
布
政
史
料
』
上
・
巾
巻
。

(24)

「
県
令
譜
」
。

(25)

『
佐
賀
県
史
』
中
巻
五
二
七
頁
。

(26)
松
田
唯
雄
『
天
草
近
代
年
諮
』
四

0
九
ー
一
四
頁
。

(27)
同
『
天
草
近
代
年
譜
』
四
一
五
頁
、
「
長
崎
名
家
略
譜
」
（
『
長
崎
叢
蓄
』
上
忍
三
所
収
）
。

(28)

『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
三
六
、
『
豊
後
日
田
永
111布
政
史
料
』
中
巻
。

(29)

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
也
ー
一
、
二
九

0
、
『
続
徳
川
実
紀
』
第
二
篇
（
『
国
史
大
系
』
第
四
九
巻
所
収
）
―
-
八
三
頁
、
『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
三
七
゜

(30)

『
吹
塵
録
』
下
巻
（
『
海
舟
全
集
』
四
巻
）
所
収
。

(31)

『
旧
柳
川
藩
志
』
上
巻
四
四
頁
。

(32)

『
大
分
市
史
』
上
巻
五
六
一
頁
。

(33)

『
佐
賀
県
史
』
中
巻
五
二
七
ー
ニ
八
頁
。

(34)
（35)
大
山
敷
太
郎
『
幕
末
財
政
金
融
史
論
』
―
―
―

-
o
l三
一
頁
。

(
3
6
)『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
四
―
-
•
四
三
に
よ
る
と
、
寺
西
元
栄
が
死
亡
し
た
の
は
文
化
十
一
年
で
、
翌
十

1
一
に
は
じ
め
て
公
表
さ
れ
た
と
あ
る
。

(37)

『
豊
西
記
追
補
録
』
。

(
3
8
)「
窟
政
虐
修
諸
家
譜
』
七
—
一
、
ニ
―
五
、
『
続
癒
川
実
紀
』
第
二
篇
四
四
一
頁
、
『
恢
旧
楼
箪
記
』
巻
四
四
。

(39)

「
代
官
所
勤
方
屯
符
」
・
「
御
預
所
勤
方
書
付
」
（
「
国
立
公
文
書
館
」
所
蔵
）
、
大
山
敷
太
郎
訓
掲
『
幕
末
財
政
金
融
史
論
』
掲
載
史
料
に
よ
っ

て
作
成
。

(40)

『
佐
賀
い
史
』
中
巻
五
三
五
頁
。

(41)

『
旧
柳
川
藩
志
』
上
巻
四
四
頁
。

(42)

『
豊
西
説
話
』
・
『
盟
後
日
田
永
山
布
政
史
料
』
下
巻
。

(43)
松
田
唯
雄
前
掲
『
天
草
近
代
年
譜
』
五
八
四
ー
八
六
頁
、
「
長
崎
名
家
略
請
」
（
『
長
崎
叢
書
』
上
巻
三
所
収
）
。

(44)

『
続
癒
川
実
紀
』
第
四
篇
（
『
国
史
大
系
』
第
五
一
巻
所
収
）
二
六
二
頁
、
『
豊
後
日
田
永
山
布
政
史
料
』
下
巻
。

(45)
広
瀬
恒
太
「
日
田
御
役
所
か
ら
日
田
県
へ
』
三
八
頁
。

(46)

「
日
田
御
郡
代
所
御
支
配
郡
高
控
」
（
「
広
瀬
家
文
書
」
所
収
）
。
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な
お
、
遠
藤
正
男
前
掲
『
日
本
近
枇
商
業
資
本
発
達

(47)

「
長
崎
名
家
略
語
」
（
「
長
崎
叢
暑
』
上
巻
三
所
収
）
。

(48)
藤
野
保
前
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
八
号
掲
載
論
文
、
同
袖
掲
『
森
弘
己
悼
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
所
収
論
文
。

(49)
各
藩
「
用
達
扶
持
・
扶
持
・
札
復
文
玉
竺
（
「
仏
瀕
家
文
害
」
所
収
）
に
よ
っ
て
作
成
。

(50)
（51)

「
広
瀬
家
譜
」
（
『
淡
窓
全
集
」
下
巻
所
収
）
。

(
5
2
)
i
(
5
6
)

「
府
内
藩
用
達
扶
持
文
青
」
（
「
仏
瀬
家
文
書
」
所
収
）
。

(57)
千
原
家
（
丸
屋
）
に
つ
い
て
は
遠
藤
正
男
前
掲
『
日
本
近
侃
商
業
資
本
発
達
史
論
』
、
森
家
（
鍋
屋
）
に
つ
い
て
は
野
口
喜
久
雄
「
日
田
商
人

森
家
の
経
営
」
（
竹
内
兜
三
網
『
九
州
史
研
究
』
所
収
）
参
照
。

(58)
遠
藤
正
男
削
掲
書
一
二
四
四
ー
四
五
頁
。

(59)

「
積
書
」
（
「
広
瀬
家
文
出
百
」
所
収
）
。
文
化
十
年
よ
り
明
治
三
十
九
年
ま
で
各
年
度
の
「
禎
古
」
が
任
在
す
る
。

(60)
（61)

（
）
内
の
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
嘉
永
元
年
・
安
政
元
年
に
お
け
る
借
入
金
と
貸
付
金
の
額
を
示
す
。

(62)

「
積
書
」
の
詳
細
な
分
析
に
つ
い
て
は
、
野
口
喜
久
雄
「
『
積
書
』
よ
り
見
た
広
蝦
家
の
経
営
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
七
号
）
参
照
。

(63)
在
町
貸
の
う
ち
、
町
方
で
は
伊
予
屋
（
手
鳥
家
）
・
升
屋
（
草
野
家
）
・
丸
屋
（
千
原
家
）
・
鍋
屋
（
森
家
）
・
京
屋
（
山
田
家
）
な
ど
の
掛
屋
を

は
じ
め
と
す
る
大
小
の

B
田
麻
人
が
中
心
を
な
す
と
と
も
に
在
町
袋
の
主
流
を
構
成
し
、
周
辺
村
で
は
圧
屋
眉
や
農
村
商
人
が
多
数
を
占
め
て

い
る
。
他
領
貸
は
天
保
中
期
以
降
急
激
に
増
加
し
、
天
保
・
弘
化
期
は
久
留
米
藩
・
対
馬
藩
（
肥
前
田
代
領
）
の
領
民
が
多
く
、
嘉
永
以
降
は

幅
岡
藩
の
そ
れ
が
ふ
え
、
文
久
以
降
は
小
貪
藩
•
島
原
藩
（
豊
後
高
田
領
）
・
府
内
藩
の
領
民
が
多
く
な
る
（
野
口
喜
久
雄
前
掲
『
九
州
文
化

史
研
究
所
紀
要
』
一
七
号
掲
載
論
文
参
照
）
。

(64)
野
口
喜
久
雄
袖
掲
「
几
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
七
号
掲
載
論
文
参
照
。

(65)
藤
野
保
前
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
八
号
掲
載
諭
文
参
照
。

(66)
註

(64)
参
照
。

(67)
咸
宜
園
の
財
政
に
つ
い
て
は
、
井
上
義
巳
「
咸
宜
園
の
財
政
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
七
パ
号
）
参
照
。

(68)
千
原
家
に
つ
い
て
は
遠
藤
正
男
前
掲
『
日
本
近
世
商
業
資
本
発
達
史
綸
』
、
森
家
に
つ
い
て
は
野
口
喜
久
雄
前
褐
『
九
州
史
研
究
』
所
収
論
文

参
照
。

(69)
藤
本
隆
士
「
日
田
幕
領
に
お
け
る
商
人
寄
生
地
主
の
土
地
集
積
と
小
作
関
係
」
（
宮
本
又
次
編
『
九
州
経
済
史
研
究
』
所
収
）
。

(70)

『
広
瀬
伝
譜
』
巻
一
、
『
期
従
五
位
広
瀬
久
兵
衛
伝
』
二
五
ー
三

0
頁。

(71)
（72)
広
瀬
家
に
は
、
こ
れ
ら
の
新
田
開
発
関
係
の
史
料
が
一

0
0
点
以
上
存
在
す
る
。
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幕
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察

史
論
』
後
編
第
四
章
参
照
。

(73)
註

(12)
参
照
。

(74)
西
国
筋
郡
代
と
咸
宜
園
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
井
上
義
巳
「
咸
宜
園
を
め
ぐ
る
政
治
情
勢
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
五
号
）
参

照
。
な
お
、
井
上
氏
の
咸
宜
園
に
関
す
る
一
連
の
研
究
は
、
単
に
淡
窓
個
人
の
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
を
広
瀬
本
家
（
久
兵
衛
・
源
兵

衛
）
と
の
総
体
に
お
い
て
把
握
す
る
と
と
も
に
、
郡
代
と
の
政
治
的
関
係
に
お
い
て
淡
窓
・
林
外
を
個
別
に
位
置
づ
け
な
が
ら
、
さ
ら
に
咸
宜

園
の
財
政
分
析
を
お
こ
な
い
（
前
掲
『
日
本
歴
史
』
二
七
六
号
掲
載
論
文
）
、
幕
末
几
州
天
領
（
日
田
）
の
政
治
的
動
向
を
明
ら
か
に
し
た
と

こ
ろ
に
あ
る
（
「
小
盆
落
城
と
日
田
・
咸
宜
園
」
（
『
九
州
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
一
宜
集
）
）
。
従
来
の
教
育
史
の
方
法
論
に
新
た
な
分
析
視
角

を
加
え
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

(75)

「
醒
斉
日
暦
」
務
一
。

(76)

『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
―
―
―
―
―
°

(77)

『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
二
五
。

(78)
森
泰
博
『
大
名
金
融
史
諭
』
一
六
九
ー
七
一
頁
参
照
。

(
7
9
)日
田
掛
屋
商
人
を
講
元
と
す
る
融
通
講
の
制
度
に
加
入
し
た
九
州
諸
藩
も
熊
本
•
福
岡
両
藩
以
外
は
中
小
藩
が
多
い
（
久
留
米
•
島
原
・
秋
月

・
日
出
・
小
倉
・
柳
河
・
中
津
・
岡
・
府
内
・
森
の
各
藩
）
（
「
融
通
講
主
法
書
」
（
『
豊
後
日
田
永
111布
政
史
料
』
下
巻
所
収
）
）
。
な
お
遠
藤
正

男
「
豊
後
H
田
の
融
通
講
制
度
」
（
『
社
会
経
済
史
学
」
四
I
―
一
）
参
照
。

(
8
0
)
i
(
8
2
)

「
泰
国
院
様
御
年
語
地
取
」
・
「
御
仕
組
八
箇
条
」
（
「
佐
賀
図
壽
館
」
所
蔵
）
。

(83)

「
岡
本
主
米
よ
り
広
類
久
兵
衛
宛
書
状
」
（
天
保
十
一
年
七
月
）
（
「
広
瀬
家
文
書
」
・

□
広
瀬
伝
譜
』
巻
一
所
収
）
。

(84)

「
府
肉
藩
日
記
」
（
「
大
分
図
書
館
」
所
蔵
）
、
「
南
該
日
記
」
・
『
広
瀬
伝
譜
』
巻
一
、
『
大
分
市
史
』
上
巻
一

‘
1
0
三
ー
一
六
五
頁
、
遠
藤
正
劣

前
掲
『
日
本
近
世
商
業
資
本
発
達
史
論
』
二
九

O
I九
四
頁
、
安
藤
保
「
府
内
藩
青
延
専
売
制
の
展
開
」
（
『
社
会
経
済
史
学
』
三
五
ー
一
）
．

「
悶
内
平
均
免
』
を
通
し
て
み
た
府
内
藩
淋
政
々
策
に
つ
い
て
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
六
号
）
参
照
。

(85)

『
徳
川
実
記
』
・
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
・
三
新
対
馬
島
誌
』
、
藤
野
保
『
校
訂
恩
栄
録
・
靡
絶
録
』
。

(86)
長
野
逼
「
対
馬
藩
出
代
領
に
お
け
る
銀
会
所
・
生
熾
会
所
と
日
田
商
人
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
六
号
）
。

(
8
7
)
!
（89)

「
広
顧
源
兵
衛
家
筋
二
付
、
先
年
が
追
々
御
沙
汰
兼
々
左
之
通
」
（
「
広
瀬
家
文
書
」
所
収
）
。

(90)

「
松
村
大
蔵
外
よ
り
広
瀬
久
兵
術
・
同
源
兵
衛
宛
書
状
」
（
亨
翌
永
六
年
三
月
）
、
「
南
咳
日
記
」
・
『
広
瀬
伝
譜
』
巻
一
、
遠
藤
正
男
前
掲
古
二
八

ニ
ー
八
九
頁
、
作
道
洋
太
郎
『
日
本
貨
幣
金
融
史
の
研
究
』
一
六
一
ー
八
八
頁
、
長
野
湿
前
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
六
号
掲
載
論
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文
参
照
。

(91)

「
田
代
生
蟻
座
永
用
銀
」
（
「
広
瀬
家
文
書
」
所
収
）
。

(92)
遠
藤
正
男
「
lB福
岡
落
の
藩
債
」
（
「
経
済
史
研
究
』
三
三
号
）
。

(93)
遠
藤
正
男
前
掲
『
日
本
近
世
商
業
資
本
発
達
史
論
』
一
七
三
貞
゜

(94)

「
天
保
十
二
年
辛
丑
正
月
二
日
積
書
」
（
「
広
瀬
家
文
書
」
所
収
）
。

(95)

「
筑
前
御
仕
組
一
条
書
物
留
」
（
「
同
」
所
収
）
。

(96)
（97)

「
南
骸
日
記
」
・
『
広
瀕
伝
詣
』
巻
一
、
「
生
蠍
会
所
御
改
正
阿
談
書
」
（
「
広
瀬
家
文
図
」
所
収
）
、
遠
藤
正
男
前
担
『
日
本
近
世
商
業
資

本
発
達
史
論
』
一
ニ
ハ

1

ハ
ー
八
一
頁
、
木
原
博
幸
「
募
末
に
お
け
る
福
岡
藩
財
政
改
革
と
日
田
商
人
広
顛
家
」
（
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一

七
号
）
参
照
。

(98)
木
原
博
幸
前
掲
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
一
七
号
掲
載
論
文
。

(99)

「
小
倉
調
達
金
取
調
書
」
（
「
千
原
家
文
書
」
所
収
）
。

(IOO)
遠
藤
正
男
前
掲
『
日
本
近
世
商
業
資
本
発
達
史
論
』
一
八

0
頁。

(IOI)
大
久
保
利
謡
「
明
治
新
政
権
下
の
九
州
」
（
『
九
州
文
化
論
集
』
三
所
収
）
、
高
木
俊
輔
「
北
九
州
草
芥
隊
花
山
院
隊
の
研
究
」
（
口
静
岡
大
学
教

養
部
研
究
報
告
』
八
号
）
。

(102)
（
103)
帆
足
達
址
「
維
新
前
後
に
於
け
る
入
領
日
田
の
波
濶
」
（
広
瀬
恒
太
『

BfFI御
役
所
か
ら
日
田
県
へ
』
所
収
）
。

硲
藩
制
下
に
お
け
る
天
領
と
藩
と
の
関
係
史
的
考
察
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